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　令和３年３月13日㈯、美
保野キャンパスにおいて
春のオープンキャンパス
を開催しました。新型コロ
ナウイルス感染拡大防止
のため、参加人数の制限及
び時間短縮し、検温・手指
の消毒・ソーシャルディス
タンス・マスク着用必須など徹底したうえでの開催となり
ました。主な内容は学科紹介、体験授業、施設見学で、参
加者は楽しみながら授業を受け、個別相談の際にも積極的
に質問する姿がみられました。また、健康医療学部の人間
健康学科と看護学科では、webオープンキャンパスも同日
開催しました。体験講義のオンデマンドでの視聴やzoom
機能を利用しての個別相談を行い、教職員への質問はもち
ろんのこと、現役学生とのコミュニケーションも取れるよ
うにしました。コロナ禍で来場が出来なかった高校生にも
本学のことを少しでも知っていただけて良かったです。た
くさんのご来場および、ご視聴くださりありがとうござい
ました。

　スポーツ局主催で野球、女子サッカー、ラグビー、陸上
競技の各種目のスポーツアカデミー・スポーツクリニック
を開講しました。※コロナ禍で男子サッカー、バスケット
ボールは中止。
　小学生、中学生または指導者を対象に開講し、スポーツ
の楽しさだけでなく、地域の子供たちの技術の向上、運動
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課外活動における支援、そして学生の成果
能力の向上を目指し様々な体験をしてもらいました。また、
食育講座も小中学生、保護者を対象に講座を開催し、アス
リートへ提供する際の注意点、成長期の子どもへの食事に
関する注意点などを紹介しました。
　スポーツ局では強化指定部で頑張る女子アスリート学生
のための女性アスリート健康相談アンケート結果報告会も
開催しています。看護学科の髙橋雪子学科長ほか３名の先
生方が窓口となり、女子学生を支援していきます。女性特
有の健康に関する知識について、引き続き、１年に１～２
回の勉強会を開催していく予定です。

　プロ野球ドラフト会議で本学硬式野球部の大道温貴投手
（春日部共栄高校出身）が広島東洋カープ３位、中道佑哉
投手（八戸学院野辺地西高校出身）が福岡ソフトバンクホー
クス育成２位に指名されました。
　大道選手は１年時からリーグ戦で登板するなど素質を高
く評価され、本格派右腕として飛躍的な成長を遂げ今秋の
北東北大学野球リーグでも参考ながらノーヒットノーラ
ン、敗れたがリーグ最多18奪三振などを記録し、0.25で最
優秀防御率を獲得した。中道選手はスリークオーター気味
の変則フォームはリリースポイントが見えにくく、打者の
内角を突く直球は威力抜群。スライダー、チェンジアップ
などキレ味鋭い変化球で打たせて取る技巧派。今秋リーグ
戦では５試合で４勝１敗、防御率1.44の好成績をマークし
た。

2021 年 4月 1日

大道温貴投手（左）、中道佑哉投手（右）

女子アスリート報告会

WebOC

スポーツ局アカデミー
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「地域との共生」−地域経営学部の活動紹介−
三戸町農業の補助労働力現状調査
　「三戸町農業補助労働力現状調査」は、令和元(2019)年８
月に八戸学院大学と八戸学院大学短期大学部が三戸町と包
括連携協力協定を締結して初めての連携事業である。
　これは、地域の担い手不足、労働力不足という重要な地
域課題解決のために、農家さんから話を伺いながら、実際
に学生たちが補助作業も体験してみて、新たな補助労働力
の確保策を探るために、今年度は花と葉たばこの農家さん
で体験とヒアリング調査などを実施した。最終報告会で地
域の皆様に事業報告と提案を行った。その他、実際の農業
に対するイメージや働き手としての可能性についてのアン
ケート、農業の情報発信としてのBeFMのラジオ番組の企
画制作も行った。アンケートでは多くの方が農業を産業と
して重要であり、農業に対して良いイメージを持っていた
が、働き手としての可能性については可能性はないという
意見が大半を占めた。やはり、今後より一層農業の魅力を
積極的に情報発信していくこと。また、お手伝いの人が事
前にマニュアル動画を見られるなどの工夫がポイントとな
ること。そして、何よりも地元の子どもたちへの農業の魅
力を伝えていく機会創出が重要であることが挙げられた。

『八食センター』の販売促進企画
　今年度の加来ゼミでは、井上ゼミとの共同で、八食セン
ター『創業 40周年事業』の販売促進につながる企画を立案
し、11月の創業祭には販売等を行った。
　私達は資料やヒアリング等の事前調査において、若年層
の利用客が少ないことに注目し、地元学生という視点を活
かした「若者に向けた魅力再発見」をテーマに２つの企画
を立てた。一つは、40周年の創業年数に掛けて、八食セン
ター内のあらゆるサービスの良いところを 40個紹介した。
６月から４回に渡る調査を基に、地元企業等の協力によっ
て、パンフレットやYouTube動画を作成し、情報発信を
行った。二つには、八戸の新たな食文化の創造を目指すた
め、郷土食材を使用したスペイン語で串という意味をもつ
“ピンチョス”の開発を行なった。ゼミ生は自宅や本学調
理室にて試作を重ね、レシピを考案したが、残念ながら新
型コロナウイルス感染防止の観点から、レシピ案の要素を
入れたお弁当に変更して販売することになった。
　実際にこれらの企画を商品化までできたことは、地元企

業等の全面的な協力があってこそであるが、ゼミ生にとっ
ては紆余曲折しながら自身の能力を試す場となり、大きな
経験となったと思われる。

八戸SDGsフォーラムを実施
　井上丹講師は、本学イノベーションプログラム（基金）
研究等補助金を受け「新立体的学園構想とSDGsの理念に基
づいた教育研究推進事業」というテーマで研究を進めてい
る。2015年に国連サミットで「SDGs（持続可能な開発目標）」
が採択され、このSDGsの目標を地域社会に落とし込み、
2030年までの地域のありたい姿を設定し、理想とする地域
社会を創造していくために本学地域経営学部が果たすべき
役割は何かを検討している。
　八戸SDGsフォーラムは、世界レベルの問題に対して地
域レベルでできることは何か、八戸が持続可能な都市に
なっていくためにはどうしたら良いかを地域市民と考える
場として、2021年１月に八戸ポータルミュージアムはっち
にて開催した。八戸市内の企業から地域経済に関する新聞
記事や八戸港の取り組みなどの講演と、市内４つの高校か
らSDGsに関する研究活動成果の発表が行われた。SDGsの
目標を身近な地域課題と接続させて、高校生ならではの視
点で自分たちにできることを考えて行動した成果は、多く
の市民に勇気と希望を与えていた。今後も継続を望む声が
多く寄せられたため、研究を続け市民へ共有する企画を実
施していく。

ビニールハウス内での補助作業体験

８学マルシェ　タパス＆ピンチョスセット販売

高校生によるSDGs研究活動成果発表
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令和２年度　健康医療学部の活動紹介

　健康医療学部（人間健康学科・看護学科）にとって完成
年度が終了し、さらなる進化が求められる再スタートの令
和２年度であったが、コロナ禍という特別な状況で迎える
こととなった。継続的に人間健康学科・看護学科共同で実
施してきた地域住民を対象とした健康調査や市民公開講座
については、今年度は感染拡大防止の観点からやむを得ず
中止の判断に至った。また、学外実習も一部制限されるな
ど例年とは異なった対応が必要となった。しかしながら、
柔軟性をもって「教育の質」を維持した教育研究活動が多
岐に渡り展開された。

①令和２年度地域医療セミナーの開催
　健康医療学部主催の地域医療セミナーは、地域連携研究
センターの協力により地域住民・高校生への公開セミナー
として例年実施してきたが、今年度は参加者を本学学生・
教職員に限定して行われた。講師に NPO法人 Reconnect
理事長・医療法人はちのへファミリークリニック院長の小
倉　和也先生を迎えて、「家庭医療と地域共生社会～支え
合う地域を目指して～」のテーマで、令和２年11月５日（木）
に本学５号館大講義室にて開催された。
　人、家族、地域を診る家庭医療の考え方や、在宅医療お
よび多職種連携の重要性について実例を交えてご説明いた
だき、最後に学生に対して「希望が持てる目標に向かって
進むように」とのご助言をいただいた。医療・福祉の専門
分野を目指す学生だけでなく、参加者全員が各々の立場か
ら地域社会の現状や持続可能な将来像について理解を深め
る大変有意義なセミナーとなった。

（健康医療学部学部長　遠藤　守人）

人間健康学科

○養護教諭志望者向けのキャリア教育講演会
　2021年２月５日㈮に「養護教諭を目指す学生へのキャリ
ア教育講演会」が開催された。例年は OGの養護教諭を講
師にお招きして開催しているものだが、今年度は新型コロ
ナウィルス感染症の影響により、外部講師の招聘は叶わな
かった。
　外部講師に代わって今回の講師役を引き受けてくれたの
は、青森県教員採用試験に現役合格を果たした４年生 田
端ひかる さんである。
　田端さんは、養護教諭をめざす後輩たちに、採用試験に
臨む心構えや日頃の勉強方法などを伝えてくださった。田
端さんが、学業と部活動（女子ラグビー）を両立させるに
あたり、様々な課題や困難をどのように克服したかは、後
に続く学生達にとって良いお手本であり、また励みになっ
たと思われる。この講演会には、１年生６名、２年生12名、
教員３名が参加した。
　ところで、養護教諭免許を取得した卒業生は122名（2021
年３月卒業の第13期生まで）を数えるが、そのうちの20余
名が県・道の教員採用試験を経て養護教諭の職（講師は含

まず）にある。教員採用試験には、2015年度からは毎年１
～３名の現役合格者が出ていることを付け加えておきた
い。

○三八五流通（株）との連携によるWebミニセミナー
　三八五流通（株）と八戸学院大学は、2016（平成28）年
に健康連携協力協定を交わしている。それ以来、人間健康
学科と看護学科は共同で「健康管理セミナー」「女性のた
めの健康ミニセミナー」「健康度の測定」などを行ってき
た。これらの健康増進活動によって、「二次検診の受診率
をあげる」という当初の目標は達成されたが、肥満に対す
るアプローチが課題として残されていた。
  ここでも新型コロナウィルスの影響を免れず、対面式集
合型の講演会は避け、社員全員が各自の都合に合わせてし
かも短時間に視聴可能な方法として選ばれたのが、今回の
Webミニセミナーであった。４つのテーマについて15分
前後の内容の動画を撮影し、そのデータを地域連携研究セ
ンターを介して三八五流通に提供した。動画の視聴状況、
視聴後の行動変容などについての調査は三八五流通の担当
である。
　ミニセミナーのテーマとそれぞれの担当講師は以下の通
りである。
１）「紙巻および加熱式たばこの健康障害」
　　高橋正知教授（看護学科）
２） 「肥満の解消にむけて食行動の変容を～適切なエネル
ギー 摂取量を把握しましょう～」

　　井元紀子教授・佐藤千恵子准教授（人間健康学科）
３）「なかなか言えない尿失禁（尿もれ）の話」
　　市川裕美子准教授（看護学科）
４）「デスクで可能なストレッチや軽運動」
　　工藤祐太郎講師（人間健康学科）

（人間健康学科　学科長　小澤　昭夫）

看護学科

・コロナ禍での宣誓式
　令和２年６月18日㈭、健康医療学部看護学科第４回宣誓
式が開催された。今年は、新型コロナウイルス感染症流行
の影響により、規模を縮小して行ったが、看護学科２年生
54人の志のもとに宣誓の詞を力強く語り、看護の道を歩み
続ける決意を新たにした。笑顔を絶やさず相手の心に寄り
添うこと、多くの知識と技術を身につけ、仲間とともに高
め合うことなどを誓った。
　学生代表お祝いの詞として看護学科３年生の高橋美法さ
んが、『多くの方々のご協力のもと実習をさせていただい
ていることを忘れず、責任感と感謝の気持ちを持って実習
に挑みましょう』と２年生にエールを送った。宣誓者代表
お礼の詞として２年生の別府優菜さんが、『命を預かる者
としての自覚と責任を持ち、多くの知識と技術を身に付
け、広い視野でそれぞれの価値観を尊重できる看護師にな



4

れるよう学びに励みます』と述べた。
　宣誓式後、２年生からは、『開催規模が縮小となったが
多くの大学関係者や先生方の協力で宣誓式を開催できたこ
とに感謝したい』、『初心を思い出して頑張ろうと思った』、
『以前より看護師になりたいという気持ちが強くなった』、
『理想の看護師像に近づけるように頑張りたい』、『今日の
ことを忘れず授業や実習に励んでいきたい』などの感想が
聞かれた。
（令和２年度宣誓式実行委員長　健康医療学部看護学科　

小沢　久美子）

・コロナ禍での臨地実習
　令和２年４月、新型コロナ感染症の拡大に伴い、得体の
しれないウィルスに社会全体が恐怖の最中、看護教育界に
おいてもこれまでに経験したことがない事態が生じた。そ
れは、臨地実習に行けないという事態である。病院・施設
側から受け入れを断られることも多く、何より学生の安全
確保を第一に優先し、４月においてはすべての実習を学内
実習に切り替えるという苦渋の決断をした。実習内容をす
べて学内実習にするためには、教授方法の変更および学内
での学習場所の確保が早急に必要となり、対応にあたった
教員たちの行動はすばやく見事であった。VTRやシミュ
レーションを活用し臨地実習に近い設定をしても、直接患
者さんやスタッフと接することができない現状は、実際の
現場との学びの差を生じかねない不安をぬぐうことはでき
なかった。文部科学省、厚生労働省、日本看護系大学協会

および日本私立系看護大学協会などからの通達や調査結果
を参考に、全国でも同じような状況にあることを知り、看
護学実習における教育の質の低下をできるだけ防ぐための
努力をした。その後、緊急事態宣言発令・解除や感染拡大
の増減によって臨地実習が可能になった時期もあり、年度
末まで緊張する日々であった。今年度卒業予定の４年生に
行ったアンケートからは、『学内であったがその分、じっ
くり時間をかけて学ぶことができた』『学内実習でも実技
を学ぶことができ良かった』などの声が聞かれた。これを
機会に、教育の方法・手段を検討し、質の保証・向上へと
努めて参りたい所存である。

（健康医療学部看護学科　学科長　高橋　雪子）

・４年生対象の卒業前演習
　４年生は、学内実習が多かった上、新型コロナ感染症が
収束していない現場に就職することになる。最終実習から
７か月が経過している現段階で、卒業前演習を企画した。
テーマは、「いのちを守るラストレクチャー～就職したそ
の日から求められる感染予防対策～」とし、就職したその
日から基本的な感染予防対策がとれるための知識・技術を
修得することを目的とした。青森労災病院の看護師三名
（感染管理認定看護師含む）に講師となっていただき、新
型コロナ感染症対策（臨床における）の講義、手指衛生、
個人防護具の選択と着脱についての演習を行った。参加者
は38名で、全員が就職後に役立つと実感していた。

（健康医療学部看護学科　学科長　高橋　雪子）

令和２年度　八戸学院大学短期大学部の活動紹介

幼児保育学科

　幼児保育学科では、高度な専門性を備えた保育者養成に
力を入れており、毎年12月にはゼミナール研究報告会を大
学会館で開催し、生涯に渡って学び続ける姿勢を養ってお
ります。また、地域貢献の一環として毎年２月には、地域
の子ども向けにオペレッタを公会堂等で公演しており講評
を博しております。これからも地域に貢献できる保育者養
成に努めて参ります。

（幼児保育学科　加藤　勝弘）

介護福祉学科

　介護福祉学科は開設２年目となり全学年が揃い、また、
本年３月には第１回の卒業生を送り出した。
　介護福祉学科の教育目的は、福祉・介護サービスの中心
的役割を担いうる、幅広い教養や総合的な判断力及び豊か
な人間性を備えた職業人を育成することである。2020年度
は、新型コロナ感染症拡大により様々な制約を受けたが、オペレッタ

ゼミナール研究報告会
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介護福祉の専門職養成のための教育活動を着実に進めた。
①　新型コロナ感染症対策
　新型コロナ感染症の流行拡大により、年度当初に予定し
た、施設見学、「流し踊り」、「介護の学校」などの行事を
全て中止し、「介護実習Ⅰ」を学内実習として実施した。
　感染症対策として、節目節目に学生対象の研修会を行い、
三密の回避、流行拡大地域への旅行の自粛、不要不急の外
出を避けるなどの取り組みを確認し、研修会で学んだ事項
を着実に実施するよう指導の徹底を図った。
②　介護実習の展開
　介護福祉学科では、在学中に介護実習Ⅰ～Ⅳの４期の実
習を履修することとなっている。
　１年生が最初に履修する介護実習Ⅰは、新型コロナ感染
症流行拡大のため学内実習に切り替え、旧専攻科棟ホール
などを実習場所に見立てて実施した。
　例えば、「デイサービス事業所」での実習という設定では、
学生が利用者と介護者に分かれ、朝の利用者の到着から終
了までの活動を設定し、教員の指導のもとに学生が作成し
た処遇計画に基づいて実習を進めた。
　仮想的な実習ではあったが、処遇計画を展開する中で、
利用者と介護者の立場双方を体験し、実際の業務のやりが
いを感じるとともに、協力して取り組むことの重要性を実
体験的に学んだ。
　なお、実習Ⅱ～Ⅳは、実習施設・事業所のご協力をいた
だき、時期を変更するなどにより学外実習として実施する
ことができた。

②　「八学フェス」への取り組み
　新型コロナ感染症の流行は、大学祭である「八学フェス」
にも影響した。学外からの参加がなく、学生と教職員対象
の行事となったが、学友会メンバーと学生の協力により、

車いすリレーやレクリエーションゲームなど介護福祉学科
ならではの取り組みがなされた。
　また、リレーやフットサル、ドッジボールなどのチーム
競技も実施され、学科全体として勝利を目指して参加し、
リレーでは女子ラグビー部に敗れたものの、２位となった。

③　国際化
　介護福祉学科では、開設当初から留学生を受け入れ、日
本人学生と一緒に学びを進めている。2019年度にはフィリ
ピンから４人が入学し、2020年度には中国から１人が入学
している。日々の講義、演習や実習を通じて、各学生が国
籍に関係なく、相互に協力して学びを深めており、法人が
掲げる「国際化の推進」という理念に沿った教育活動を展
開した。

④　第１回卒業生
　2019年４月、留学生４人を含む10人の学生でスタートし
た介護福祉学科は、３月に最初の卒業生を送り出した。
　２年間の学修の集大成の一つとしての「事例報告会」、
介護福祉士国家試験に向けた勉強、就職活動などを乗り越
え、入学者全員が卒業し、就職を希望した全員が介護施設・
事業所で職業人としての一歩を始めることができた。
　介護福祉士国家試験では、全国を上回る90％の合格率と
なった。学生一人ひとりの努力を讃えるとともに、介護専
門職としての今後の活躍を期待したい。

（介護福祉学科長　赤羽　卓朗）

学内実習の一コマ

フットサル応援中の介護福祉学科男子学生
―次のゴールは僕らが狙う！―

調理実習準備中　―美味しい介護食を作ろう！―

障害者・高齢者の生活を疑似体験
―トイレから立ち上がってみよう―
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　　　　　　　　　　八戸学院大学　　　　　　　
令和元年度　学位記授与式　式辞

　本日、学位記授与式を迎えられました八戸学院大学、そ
して、短期大学部の卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうご
ざいます。八戸学院大学は、ビジネス学部ビジネス学科か
ら60名、健康医療学部人間健康学科からは72名、そして、
４年制として初めての卒業生を送り出す看護学科からは59
名、総数191名が、社会人として新たな一歩を踏み出しま
す。新型コロナウイルス感染症の拡大防止と皆さまの健康
に配慮し学位記授与式の中止により、ご一緒にお祝いする
ことがかなわぬ結果となったご家族･ご親族の皆様へも心
からお祝いを申しあげたいと思います。
　さて、卒業生の皆さん、本日までの学生生活で、明日に
輝く自分をとらえることができましたか？どのような思い
出が、今、蘇っているのでしょう。美保野キャンパスで多
くの時間を費やした学業での頑張り、各人の専門性を活か
した地域における多様な実習と支援活動、頂点を目指して
戦い続けた課外活動での挑戦、そして、学友会のメンバー
と共に盛り上げた様々なイベントなど。本学での学生生活
で得た貴重な体験が、おそらく淀みなく思い起こされてい
るのではないでしょうか。本学の建学の精神の下で学び、
いよいよ卒業を迎えられた皆さんの多くの幅広い経験が、
唯一無二の「光り輝く」卒業生一人ひとりを育てたと、私
は確信しています。
　同封された卒業アルバム中で、私はある言葉を引用して
皆さんへ贈らせて頂きました。その言葉とは、「夢なき者
に成功なし」というものです。これは、古く、明治維新に
活躍した多くの若人を育てた吉田松陰の教えです。ここで
いう「夢」とは、私利私欲、名誉名声のためではなく、高
く掲げた志を意味します。実は、この言葉には、前文があ
ります。引用いたします。「夢なき者に理想なし。理想な
き者に計画なし。計画なき者に実行なし。実行なき者に成
功なし。ゆえに、夢なき者に成功なし。」
　皆さんのこれから始まる新たな人生において、本学の卒
業生として、心の中にしっかりと志を高々と掲げ、計画し
実行し挑戦し続けてください。皆さん一人ひとりが人生の
成功者となることを、私は強く信じています。
　結びに、皆さんのキャンパスライフに日々寄り添ってこ
られた本学の教職員の一人ひとりへの感謝の意を込めて、
そして、同じ美保野のキャンパスで共に学んできた短大学
部の卒業生の皆さんと一緒に、本学・学位記の授与を迎え
られた皆さん、おめでとうございます。

　令和２年３月18日
　八戸学院大学　学長　水野眞佐夫

　　　　八戸学院大学短期大学部　　　　
令和元年度　学位記授与式　式辞

　幼児保育学科89名の皆さん　卒業おめでとうございま
す。
　この日を心待ちにして来られたご家族の皆様にも心より
お祝いを申し上げますとともに、これまでのご支援に対し
て厚く御礼申し上げます。また、この度は誠に遺憾ながら、
学位記授与式を中止することになり、皆様には多大なご迷
惑をおかけしました。謹んでお詫び申し上げます。
　卒業に当たって、２年前の入学式の時の自分を思い起こ
してください。それまでの制服とは違う真新しいスーツを
着て、内心緊張を抱えながら式に臨んだことと思います。
そのスーツも実習指導や行事やピアノの試験など、ことあ
るごとに着用し、２年間ですっかり身体になじみ、くたび
れてしまったのではないでしょうか。
「短期大学士　幼児保育学」の学位とともに、皆さんのスー
ツこそが、短期大学での学びの証と言えるかもしれません。
　これから社会に出て行く皆さんに、私は「冷静な頭脳　
温かい心」という言葉を心に留めて欲しいと思います。こ
れはアルフレッド・マーシャルという経済学者が語った言
葉です。そして、実は「冷静な頭脳」と「温かい心」の間
にはbutという単語が入っています。冷静な頭脳。しかし、
温かい心。つまり、経済を学ぶ者は頭脳が冷静なのはもち
ろんだが、それだけでなく、心が温かくなくてはならない
という意味で語られているのです。
　これに対して、保育を学んできた皆さんの場合は、第一
に「温かい心」が豊かに育まれてきたことと思います。こ
れは素晴らしいことです。しかしながら、子どもの命を守
り、一人ひとりに適した環境を構成するには、同時に「冷
静な頭脳」も欠くことができないのは言うまでもありませ
ん。
　翻って現在の社会を眺めると、温かい心も冷静な頭脳も
失われたと思われるような出来事が多発しています。イン
ターネット上の根拠のない情報に踊らされたり、他者を陥
れて利益を得ようとしたりするのは実に悲しいことです。
　現在、社会が大きな変革期にあるとは誰もが認識してい
ることでしょう。少子化の影響は既に社会のあらゆる局面
に表れていますし、人工知能、ビッグデータ、ICTといっ
た単語が頻繁に耳にされます。20年先の社会の姿を予測す
るのはきわめて困難です。しかし、どのような社会であっ
ても、そこで一人ひとりが幸せを得て、さらには社会全体
の安寧を高めるのに、温かい心と冷静な頭脳が必要なのは
間違いないでしょう。
　保育の道に進む学生も、そうでない学生も、自らの温か
い心を大切にしつつ、冷静に自己を見つめ、状況を判断し、
問題解決に取り組む姿勢を育てていって欲しいと思いま
す。
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　皆さんの今後の活躍に期待し、前途に幸多からんことを
祈ります。

　令和２年３月18日
八戸学院大学短期大学部　学長　杉山　幸子

　　　　　　　　　　八戸学院大学　　　　　　　
令和２年度　入学式　式辞

　八戸学院大学各学部、そして、短期大学部の新入生の皆
さん、ご入学おめでとうございます。この春、八戸学院大
学は、地域経営学部地域経営学科85名、健康医療学部人間
健康学科103名、同看護学科70名、合計258名の学部新入生
を迎えました。希望と様々な夢と熱き情熱に満ち溢れる新
入生の皆さんを心から歓迎いたします。新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止と皆さまの健康に配慮し中止となった
入学式に参加できなかった皆さんをこれまで支えてこられ
たご家族と関係者の皆さまへも心よりお祝いを申しあげま
す。
　この難局に直面した日々の中で、八戸学院大学の大学生
として、八戸市民の一人として、皆さんのキャンパスライ
フがスタートしました。皆さん一人ひとりが生活の主人公
です。この感染拡大に直面した日々の生活の中で、光り輝
く自分を見出して下さい。同時に、「命」を守る、という
行動を心がけてください。自分自身だけでなく、仲間、そ
して、八戸市民の「命」を守れる規範ある行動をとってく
ださい。
　皆さんの郷土となる八戸。この八戸を「愛する心」、そ
して、皆さん自身の無限の可能性に絶え間なく挑戦する志
を育んで下さることに大きな期待を寄せて私からの式辞と
します。

　令和２年４月５日
　八戸学院大学　学長　水野眞佐夫

　　　　八戸学院大学短期大学部　　　　
令和２年度　入学式　式辞

　幼児保育学科85名、介護福祉学科21名の皆さん、入学お
めでとうございます。八戸学院大学短期大学部・教職員一
同、皆さんの入学を心より歓迎いたします。ご家族をはじ
め関係の皆様にも心よりお祝い申し上げます。
　本学は昭和46年、幼児教育学科をもって開学しました。
昨年度介護福祉学科が開設され、幼児保育学科と介護福祉
学科の２学科で半世紀の歴史を迎えようとしています。
　幼児保育学科は保育者を、介護福祉学科は介護福祉士を
養成する機関ですが、この２つの仕事には大きな共通点が

あります。どちらも比較的最近まで家庭で担われていた役
割から発生した対人援助職であり、子ども、高齢者、障害
者といういわゆる社会的弱者に寄りそう仕事だということ
です。そして、どちらもコンピュータやロボットを使うこ
とはあっても、それで換えることのできない、人にしか出
来ない仕事です。
　この仕事を志した皆さんは、きっと「人が好き」という
共通点をもっているのではないでしょうか。これは当たり
前のように感じているかもしれませんが、誰もがもってい
る訳ではない素晴らしい資質です。短期大学の２年間で皆
さんがこの資質を土台とし、さまざまな人と関わる力を伸
ばしていくことを期待しています。美保野キャンパスには
短大だけでなく大学の学生もいれば、外国人の教員や留学
生もいます。同級生の年齢も一様ではありません。また、
実習はもちろん、アルバイトやボランティアの機会もある
でしょう。いろいろな経験を通じて、身近な友人だけでな
く、多様な人とつながる力を育てて欲しいと思います。
　また、二つ目に皆さんに望むのは、たくさんの美しいも
のに触れることです。美しい野山の緑や花々、音楽、文学、
芸術作品や工芸品、ダンスや体操の身体表現。美しさのチャ
ネルはさまざまですが、何であれ美しいものに触れること
は心を豊かにしてくれると私は信じています。そして、こ
の時期に美しいものといえば、やはり桜でしょうか。今年
は残念ながら花見も自粛しなければなりませんが、美保野
ではグラウンド脇の見事な桜並木を眺めることができま
す。この桜の木にはよく見ると職員の方が剪定した跡がた
くさんあります。こうして手を入れ、世話を重ねることで
美しい花が楽しめることもぜひ感じ取ってください。
　入学式が中止となり、これから授業や実習や行事等にも
さまざまな変更が生じる可能性があります。今年は私たち
一人ひとりの覚悟が試される年になるかもしれません。志
を忘れず、イレギュラーな事態にも柔軟に対応し、他者へ
の優しさ・思いやりをもって行動していきましょう。私た
ち教職員も同じ気持ちで皆さんをサポートします。
　２年後の皆さんの大きな成長を願い、私の式辞といたし
ます。
　令和２年４月６日

八戸学院大学短期大学部　学長　杉山　幸子
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会　議（学務課関係）

①大学運営会議開催
　　令和２年　３月17日㈫　４月15日㈬　５月20日㈬
　　　　　　　６月17日㈬　７月15日㈬　９月16日㈬
　　　　　　　10月21日㈬　11月18日㈬　12月15日㈫
　　令和３年　１月20日㈬　２月17日㈬

②教授会開催
　〔大学〕
　○全学教授会
　　令和２年　３月25日㈬　４月１日㈬　５月27日㈬
　　　　　　　６月24日㈬　７月22日㈬　９月23日㈬
　　　　　　　10月28日㈬　11月25日㈬　12月16日㈬
　　令和３年　１月27日㈬　２月24日㈬　２月26日㈮

　〔短期大学部〕
　○教授会
　　令和２年　３月26日㈭　４月１日㈬　５月28日㈭
　　　　　　　６月25日㈭　７月21日㈫　９月24日㈭
　　　　　　　10月29日㈭　11月26日㈭　12月17日㈭
　　令和３年　１月28日㈭　２月25日㈭　２月26日㈮

人　　　事

（１）　採　用
令和２年４月１日付

○地域経営学部地域経営学科
　講　　師　　横　田　将　志
○健康医療学部人間健康学科
　教　　授　　千　葉　啓　子
　講　　師　　大　木　えりか
　講　　師　　有　光　琢　磨
　特任講師　　太　田　祐　美
○健康医療学部看護学科　
　講　　師　　溝　江　弓　恵
　助　　手　　前　森　桃　子
　助　　手　　佐々木　範　子
　助　　手　　田　向　たまき
○短期大学部幼児保育学科　
　講　　師　　平　田　千早子
○事務局　　　　　　　　　
　主　　事　　中　村　　　欄（学務部国際交流支援室）
　主　　事　　白　井　大　介（学務部キャリア支援課）
　舎　　監　　力　石　　　暁（学務部キャリア支援課）
令和２年９月１日付

○健康医療学部看護学科　　
　助　　手　　堺　　　香奈子
○短期大学部幼児保育学科　
　講　　師　　橋　本　知　子

（２）　昇　任
令和２年４月１日付

○地域経営学部地域経営学科
　教　　授　　堤　　　静　子
　准 教 授　　幸　田　威久矢
　助　　教　　大　沢　宥　介
○健康医療学部人間健康学科
　准 教 授　　山　本　雄　大
○健康医療学部看護学科　　
　教　　授　　壬　生　寿　子
　准 教 授　　市　川　裕美子
　講　　師　　久　保　宣　子
　講　　師　　藤　邉　祐　子
　助　　教　　佐々木　真　湖
　助　　教　　古　舘　美喜子
　助　　教　　日　當　ひとみ
○短期大学部幼児保育学科　
　教　　授　　加　藤　勝　弘
　准 教 授　　池　田　拓　馬
○事務局　　　　　　　　
　課　　長　　早　川　幸　久
　室　　長　　足　澤　和　浩
　係　　長　　加　藤　智　恵
　係　　長　　佐　藤　裕　次
　係　　長　　安　田　久美子
　主　　任　　畠　山　文　絵
　主　　任　　明　戸　裕　治
　主　　任　　坂　本　悟　一
　主　　任　　小　川　啓　示

（３）　併任・兼務
令和２年４月１日付

○学長　　　　　　　　　　
　教　　授　　水　野　眞佐夫　スポーツ局長
〇地域経営学部地域経営学科
　教　　授　　村　本　　　卓　ビジネス学部長
　教　　授　　高　須　則　行　ビジネス学科長
　教　　授　　大　沢　　　泉　八戸学院大学学長補佐
　教　　授　　丹　羽　浩　正　八戸学院大学学長補佐
　特任教授　　玉　樹　真一郎　八戸学院大学学長特別補佐
　講　　師　　井　上　　　丹
　　　　　　　八戸学院大学学長特別補佐／キャリア支援課長
○健康医療学部人間健康学科
　教　　授　　遠　藤　守　人　健康医療学部長
　教　　授　　小　澤　昭　夫　人間健康学科長
○健康医療学部看護学科　　
　教　　授　　髙　橋　雪　子　看護学科長
○短期大学部幼児保育学科　
　教　　授　　加　藤　勝　弘　幼児保育学科長
　准 教 授　　加　藤　康　子　
　　　　　　　八戸学院大学短期大学部学長特別補佐
○短期大学部介護福祉学科　
　教　　授　　赤　羽　卓　朗　介護福祉学科長
○事務局　　　　　　　　　
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　学務部参事　　織　戸　　　浩　八戸学院図書館事務室長
　学務部参事　　納　谷　　　司　短大事務室長／監査室員
　学務部参事　　工　藤　美那子　大学評価支援室長
○八戸学院地域連携研究センター
　教　　授　　三　浦　文　恵
　　　　　　　国際交流支援センター八戸センター長
　准 教 授　　楊　　　麗　栄
　　　　　　　国際交流支援センター中国センター長
　講　　師　　安　田　美　央　国際交流支援室員

（４）　配置転換
令和２年４月１日付

○健康医療学部看護学科
　教　　授　　川　野　恵智子
　　　　　　　（八戸学院地域連携研究センターから）
○八戸学院地域連携研究センター
　講　　師　　安　田　美　央
　　　　　　　（短期大学部幼児保育学科から）
○事務局　学務部
　係　　長　　三　田　和　典（学務課から教務学生課へ）
　主　　任　　小　川　啓　示（教務学生課から学務課へ）

（５）　転入
令和２年４月１日付

○短期大学部介護福祉学科　
　助　　教　　岩　舘　亜沙美
　　　　　　　（八戸学院光星高等学校専攻科から）
　助　　教　　鈴　木　絵　美
　　　　　　　（八戸学院光星高等学校専攻科から）
○スポーツ局　
　参　　事　　吉　田　正　幸
　　　　　　　（八戸学院光星高等学校から）
○事務局　　　
　参　　事　　納　谷　　　司
　　　　　　　 （八戸学院野辺地西高等学校から短大事務

室へ）
　主　　任　　明　戸　裕　治
　　　　　　　 （八戸学院光星高等学校専攻科から教務学

生課へ）
　主　　事　　小　暮　　　涼
　　　　　　　（総務部管財課から教務学生課へ）
令和２年９月14日付

○事務局　
　主　　事　　蛯　沢　眞　子
　　　　　　　（総務部総務課からキャリア支援課へ）

（６）　転出
令和２年３月31日付

○事務局　
　事務室長　　沼　岡　裕　一
　　　　　　　（八戸学院野辺地西高等学校事務長へ）
　課　　長　　高　橋　昌　樹
　　　　　　　（八戸学院光星高等学校事務長へ）
　係　　長　　畑　中　孝　太

　　　　　　　（八戸学院光星高等学校教諭へ）
　主　　事　　蛯　沢　眞　子（総務部総務課へ）
　主　　事　　木　下　勝　貴
　　　　　　　（八戸学院光星高等学校教諭へ）

（７）　退職
令和２年３月31日付

○地域経営学科
　准 教 授　　齋　藤　綾　美
○人間健康学科
　教　　授　　吉　田　　　稔
　准 教 授　　高　嶋　　　渉
○看護学科　　
　教　　授　　蛭　田　由　美
　教　　授　　木　村　紀　美
　教　　授　　神　郡　　　博
　教　　授　　辻　村　史　子
　教　　授　　矢　野　章　永
　教　　授　　山　本　春　江
　助　　教　　佐　藤　真由美
○幼児保育学科
　教　　授　　附　田　勢津子
○学務部キャリア支援課
　主　　事　　小　林　裕　亮
○学務部教務学生課
　パ ー ト　　八木橋　玲　実
○学務部短大事務室
　パ ー ト　　関　下　留美子
令和２年７月31日付

○看護学科　　
　助　　教　　寺　尾　　　琴

（８）　客員教授
〔大学〕
令和２年４月１日付

◎客員教授
　鈴　木　　　誠（株式会社ナチュラルアート代表取締役社長）
　三　宅　良　彦（聖マリアンナ医科大学副理事長）
　長谷川　　　晋（元駐チュニジア特命全権大使）
　　　　　　　　 （令和２年４月30日まで）
　吉　田　　　稔（東京純心女子大学教授）
〔短大〕
◎客員教授
　三　村　三千代
　茂　木　典　子（八戸学院第二しののめ幼稚園園長）
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組　　　織

〔大学〕
学 長　　水　野　眞佐夫
大学運営会議議長　　水　野　眞佐夫
地域経営学部長　　村　本　　　卓
地域経営学科長　　高　須　則　行
健康医療学部長　　遠　藤　守　人
人間健康学科長　　小　澤　昭　夫
看 護 学 科 長　　髙　橋　雪　子
学 長 補 佐　　丹　羽　浩　正
　　　　　　　　　大　沢　　　泉
学 長 特 別 補 佐　　玉　樹　真一郎
　　　　　　　　　井　上　　　丹
〔短期大学部〕
学 長　　杉　山　幸　子
幼児保育学科長　　加　藤　勝　弘
介護福祉学科長　　赤　羽　卓　朗
学 長 特 別 補 佐　　加　藤　康　子
◎学長直轄
○入学者選抜委員会
委 員 長　　大　沢　　　泉
副 委 員 長　　丹　羽　浩　正
委 員　　水　野　眞佐夫　　杉　山　幸　子
　　　　　　　　　　村　本　　　卓　　高　須　則　行
　　　　　　　　　　遠　藤　守　人　　小　澤　昭　夫
　　　　　　　　　　髙　橋　雪　子　　加　藤　勝　弘
　　　　　　　　　　赤　羽　卓　朗　　坂　本　貴　博
　　　　　　　　　　長谷川　美千留　　馬　場　祥　次
○自己点検評価委員会
委 員 長　　幸　田　威久矢
副 委 員 長　　吹　越　義　博
〔大学〕
委 員　　柴　垣　博　孝　　小　林　喜　輝
　　　　　　　　　　井　元　紀　子　　狩　野　俊　介
　　　　　　　　　　小　沢　久美子　　山野内　靖　子
〔短期大学部〕
委 員　　天　摩　雅　和　　三　岳　貴　彦
○ＩＲ委員会
委 員 長　　玉　樹　真一郎
副 委 員 長　　山　本　雄　大
委 員　　井　上　　　丹　　千　葉　啓　子
　　　　　　　　　　市　川　裕美子　　加　藤　康　子
　　　　　　　　　　三　岳　貴　彦
○研究倫理委員会
委 員 長　　奈　良　　　卓
副 委 員 長　　熊　谷　晶　子
委 員　　横　田　将　志　　千　葉　啓　子
　　　　　　　　　　髙　橋　正　知　　溝　江　弓　恵
　　　　　　　　　　澤　井　睦　美
○研究推進委員会
委 員 長　　田　中　　　哲
副 委 員 長　　小　柳　達　也
委 員　　田　村　正　文　　有　光　琢　磨
　　　　　　　　　　川　野　恵智子　　藤　邉　祐　子
　　　　　　　　　　三　岳　貴　彦
◎学長方針PJT
○情報交換会

　　　　　　　　　　水　野　眞佐夫　　杉　山　幸　子
　　　　　　　　　　村　本　　　卓　　高　須　則　行
　　　　　　　　　　遠　藤　守　人　　小　澤　昭　夫
　　　　　　　　　　髙　橋　雪　子　　加　藤　勝　弘
　　　　　　　　　　赤　羽　卓　朗
○正副センター長PJT
　　　　　　　　　　水　野　眞佐夫　　杉　山　幸　子
　　　　　　　　　　丹　羽　浩　正　　長谷川　美千留
　　　　　　　　　　坂　本　貴　博　　玉　樹　真一郎
　　　　　　　　　　井　上　　　丹　　澤　井　睦　美
　　　　　　　　　　差　波　直　樹　　田　中　敬　一
○スポーツ局
局 長　　水　野　眞佐夫
スポーツ局P JT　　堤　　　静　子　　遠　藤　守　人
　　　　　　　　　　髙　橋　雪　子　　渡　辺　陵　由
　　　　　　　　　　正　村　公　弘　　小野寺　　　實
　　　　　　　　　　吉　田　正　幸　　井　上　　　丹
　　　　　　　　　　有　光　琢　磨
○周年事業PJT
　　　　　　　　　　高　須　則　行　　小　澤　昭　夫
　　　　　　　　　　髙　橋　雪　子　　加　藤　勝　弘
　　　　　　　　　　赤　羽　卓　朗
○COC＋後継PJT
　　　　　　　　　　丹　羽　浩　正　　玉　樹　真一郎
◎教育センター
セ ン タ ー 長　　坂　本　貴　博
副 セ ン タ ー 長　　澤　井　睦　美
○教務委員会
〔大学〕
委 員 長　　井　元　紀　子
副 委 員 長　　加　来　聡　伸
委 員　　幸　田　威久矢　　崔　　　桓　碩
　　　　　　　　　　吉　田　守　実　　綿　谷　貴　志
　　　　　　　　　　田　中　克　枝　　木　村　　　緑
　　　　　　　　　　溝　江　弓　恵　　古　舘　美喜子
　　　　　　　　　　前　森　桃　子
〔短期大学部〕
委 員 長　　澤　井　睦　美
副 委 員 長　　高　橋　英　成
委 員　　田　中　敬　一　　池　田　拓　馬
　　　　　　　　　　鈴　木　康　弘
〈教職課程担当（大学）〉
責 任 者　　小　林　喜　輝
副 責 任 者　　根　城　隆　幸
担 当　　鈴　木　俊　裕　　大　沢　宥　介
　　　　　　　　　　渡　邉　陵　由　　浜　中　のり子
　　　　　　　　　　綿　谷　貴　志　　佐　貫　綾　乃
○教養教育・リメディアル委員会
委 員 長　　柴　垣　博　孝
副 委 員 長　　吹　越　義　博
委 員　　松　井　克　明　　大　沢　宥　介
　　　　　　　　　　熊　谷　晶　子　　佐　藤　千恵子
　　　　　　　　　　井　川　昭　弘　　坂　本　弘　子
　　　　　　　　　　佐々木　範　子　　田　端　利　則
　　　　　　　　　　高　橋　英　成
○ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）委員会
委 員 長　　バリー・グロスマン
副 委 員 長　　天　摩　雅　和
委 員　　田　村　正　文　　井　川　昭　弘
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　　　　　　　　　　狩　野　俊　介　　西　村　美　八
　　　　　　　　　　田　向　たまき　　池　田　拓　馬
　　　　　　　　　　中　嶋　栄　子　　高　橋　英　成
◎学生支援センター
セ ン タ ー 長　　長谷川　美千留
副 セ ン タ ー 長　　差　波　直　樹
○学生委員会
委 員 長　　長谷川　美千留
副 委 員 長　　差　波　直　樹
委 員　　Ｇ．アンソニー　　崔　　　桓　碩
　　　　　　　　　　横　田　将　志　　小　柳　達　也
　　　　　　　　　　佐　貫　綾　乃　　大　木　えりか
　　　　　　　　　　坂　本　保　子　　切　明　美保子
　　　　　　　　　　小　出　るみ子　　田　向　たまき
　　　　　　　　　　本　吉　　　好　　鈴　木　康　弘
　　　　　　　　　　平　田　千早子　　岩　舘　亜沙美
　　　　　　　　　　橋　本　知　子（10月から）
○国際交流支援委員会
委 員 長　　三　浦　文　恵
　　　　　　　　　　（国際交流支援センター長）
副 委 員 長　　渡　邉　陵　由
委 員　　Ｂ．グロスマン　　Ｇ．アンソニー
　　　　　　　　　　崔　　　桓　碩　　大　木　えりか
　　　　　　　　　　久　保　宣　子　　前　森　桃　子
　　　　　　　　　　本　吉　　　好　　平　田　直　子
　　　　　　　　　　安　田　美　央
○学生相談・特別支援室
責 任 者　　小　川　あゆみ
副 責 任 者　　金　地　美知彦
担 当　　根　城　隆　幸　　狩　野　俊　介
　　　　　　　　　　宮　澤　君　子　　太　田　祐　美
　　　　　　　　　　壬　生　寿　子　　平　田　千早子
◎キャリア支援センター
セ ン タ ー 長　　丹　羽　浩　正
副 セ ン タ ー 長　　田　中　敬　一
○広報委員会
委 員 長　　玉　樹　真一郎
副 委 員 長　　加　藤　康　子
委 員　　松　井　克　明　　浜　中　のり子
　　　　　　　　　　山　本　雄　大　　工　藤　祐太郎
　　　　　　　　　　川　野　恵智子　　西　村　美　八
　　　　　　　　　　久　保　宣　子　　寺　尾　　　琴
　　　　　　　　　　佐　貫　　　巧　　本　吉　　　好
　　　　　　　　　　小　川　あゆみ　　鈴　木　絵　美
　　　　　　　　　　堺　　　香奈子（10月から）
　　　　　　　　　　橋　本　知　子（10月から）
○入学試験運営委員会
委 員 長　　馬　場　祥　次
副 委 員 長　　小　川　あゆみ
委 員　　柴　垣　博　孝　　G．アンソニー
　　　　　　　　　　山　本　雄　大　　佐　藤　千恵子
　　　　　　　　　　山野内　靖　子　　三　浦　広　美
　　　　　　　　　　小　出　るみ子　　加　藤　康　子
　　　　　　　　　　中　嶋　栄　子　　鈴　木　絵　美
○就職支援委員会
〔大学〕
委 員 長　　丹　羽　浩　正
副 委 員 長　　吉　田　守　実
委 員　　堤　　　静　子　　加　来　聡　伸

　　　　　　　　　　金　地　美知彦　　宮　澤　君　子
　　　　　　　　　　切　明　美保子　　佐々木　真　湖
　　　　　　　　　　日　當　ひとみ
〔短期大学部〕
委 員 長　　田　中　敬　一
副 委 員 長　　岩　舘　亜沙美
委 員　　差　波　直　樹　　佐　貫　　　巧
　　　　　　　　　　平　田　千早子
◎図書館
館 長　　奈　良　　　卓
副 館 長　　田　端　利　則
○図書委員会
委 員 長　　奈　良　　　卓
副 委 員 長　　田　端　利　則
委 員　　鶴　見　浩一郎　　工　藤　祐太郎
　　　　　　　　　　壬　生　寿　子　　佐々木　範　子
　　　　　　　　　　平　田　直　子
○紀要編集委員会
委 員 長　　髙　橋　正　知
副 委 員 長　　小　柳　達　也
委 員　　鶴　見　浩一郎　　松　井　克　明
　　　　　　　　　　佐々木　真　湖　　鈴　木　康　弘
　　　　　　　　　　平　田　直　子
◎地域連携研究センター
セ ン タ ー 長　　田　中　　　哲
副 セ ン タ ー 長　　堤　　　静　子
○地域連携研究センター運営委員会
委 員 長　　田　中　　　哲
副 委 員 長　　堤　　　静　子
委 員　　村　本　　　卓　　高　須　則　行
　　　　　　　　　　遠　藤　守　人　　小　澤　昭　夫
　　　　　　　　　　髙　橋　雪　子　　加　藤　勝　弘
　　　　　　　　　　赤　羽　卓　朗

＜国際交流支援室＞
○国際交流支援センター
八戸センター長　　三　浦　文　恵
中国センター長　　楊　　　麗　栄
フィリピンセンター長　　井　坂　浩　章
オーストラリアセンター長
　　　　　　　　　　坂　本　知嘉子
室 員　　安　田　美　央　　中　村　　　蘭

＜委託関係機関＞
○大学入学共通テスト実施委員会
委 員 長　　水　野　眞佐夫
副 委 員 長　　馬　場　祥　次
委 員　　坂　本　貴　博　　田　村　正　文
　　　　　　　　　　大　沢　宥　介　　金　地　美知彦
　　　　　　　　　　井　川　昭　弘　　佐　貫　綾　乃
　　　　　　　　　　大　木　えりか　　山野内　靖　子
　　　　　　　　　　三　浦　広　美　　田　中　敬　一
　　　　　　　　　　高　橋　英　成
○教員免許状更新講習支援室
室 長　　小　林　喜　輝
副 室 長　　吹　越　義　博
室 員　　根　城　隆　幸　　大　沢　宥　介
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規　　　程

　令和２年３月１日から令和３年２月28日までの間に、次
の規程が制定・一部改正・廃止された。
＜制　　定＞
令和２年４月１日施行

〇八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部研究生規程
令和２年４月１日適用

〇八戸学院大学スポーツ局内規（令和２年６月17日制定）
〇八戸学院大学スポーツ局運営細則（令和２年９月16日制定）
令和２年９月16日制定

〇八戸学院大学外部評価委員会規程
＜一部改正＞
令和２年４月１日施行

〇八戸学院大学学則
〇八戸学院大学短期大学部学則
〇八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部運営会議規程
〇 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部大学評価に関す
る規程
〇八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外国人留学生規程
〇 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における修業年
限を超えて在学する者の学費納入規程
〇八戸学院大学教職課程履修規程
〇八戸学院大学公認欠席取扱規程
〇八戸学院大学転部・転科に関する規程
〇八戸学院大学学長推薦状交付基準
〇八戸学院大学短期大学部履修規程
〇八戸学院大学短期大学部試験規程
〇八戸学院大学短期大学部公認欠席取扱規程
〇 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部証明書交付手数
料徴収規程
〇八戸学院図書館規程
令和２年４月15日改正　令和２年４月１日適用

〇八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学生委員会規程
〇 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教養教育・リメ
ディアル委員会規程
〇 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部障害学生修学支
援規程
〇 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学生相談・特別
支援室規程

令和２年６月17日改正　令和２年４月１日適用

〇八戸学院大学履修規程
〇八戸学院大学修学奨励生規程
〇八戸学院大学短期大学部修学奨励生規程
令和２年９月16日改正　令和２年４月１日適用

〇八戸学院大学スポーツ局内規
＜廃　　止＞
令和２年３月31日

〇八戸学院大学短期大学部学生委員会規程
○八戸学院大学研究生規程
〇 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部特別学生支援室
設置要綱規程

諸　　　報

（１）　令和元年度学位記授与式
　　新型コロナウィルスの流行に伴う首相方針により、令
和元年度学位記授与式は取りやめとなりました。授与さ
れる学位記は、ビジネス学科卒業生60名、人間健康学科
卒業生72名、看護学科59名、幼児保育学科卒業生89名に
送付いたしました。

（２）　令和２年度入学式
　　新型コロナウィルスの流行に伴う首相方針により、令
和２年度入学式が取りやめとなりました。大学では、令
和２年４月２日の新入生オリエンテーションにおいて、
地域経営学科入学生85名、人間健康学科入学生103名、
看護学科入学生70名、編入学生３名の入学が水野学長か
ら許可されました。短大では、令和２年４月２日の新入
生オリエンテーションにおいて、幼児保育学科85名、介
護福祉学科21名の入学が杉山学長から許可されました。

（３）　外郭諸団体の会議（後援会・同窓会・父母の会）
〔大学〕
・後援会平成31年度会計監査
　令和２年６月18日㈭
・同窓会平成31年度会計監査
　令和２年７月６日㈪
・父母の会平成31年度会計監査
　令和２年７月13日㈪
・後援会常任理事会・理事会
　令和２年７月８日㈬　書面決議
・同窓会役員会・同窓会評議員会
　令和２年７月８日㈬　書面決議
・父母の会総役員会・総会
　令和２年７月28日㈫
・八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外郭三団体合同
懇談会
　令和３年３月５日㈮　八戸プラザホテル
〔短期大学部〕
・後援会平成31年度会計監査
　令和２年５月26日㈫　八戸学院大学短期大学部幼児保
育学科棟121講義室
・後援会第１回常任理事会
　令和２年６月19日㈮　八戸プラザホテル
・後援会理事会
　令和２年６月24日㈬　書面決議
・同窓会平成31年度会計監査
　令和２年５月26日㈫　八戸学院大学短期大学部幼児保
育学科棟121講義室
・同窓会第47回総会
　令和２年７月２日㈭　書面決議
・同窓会理事会
　令和２年11月６日㈮　八戸プラザホテル
・父母の会平成31年度会計監査
　令和２年５月26日㈫　八戸学院大学短期大学部幼児保
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育学科棟121講義室
・父母の会第１回役員会
　令和２年６月26日㈮　書面決議
・父母の会総会
　令和２年７月１日㈬　書面決議
・父母の会学業相談・保護者面談会
　令和２年９月12日㈯　八戸学院大学短期大学部幼児保
育学科棟211講義室
・八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外郭三団体合同
懇談会
　令和３年３月５日㈮　八戸プラザホテル

（４）　庶務日誌摘録
〇入学者選抜委員会
　令和２年　10月27日㈫　11月24日㈫　12月８日㈫
　　　　　　12月22日㈫
　令和３年　２月22日㈪　３月５日㈮　３月16日㈫

（５）　教務委員会　
①各賞受賞者（2020年度卒業生）
　〔大学〕
　〈理事長特別賞〉
　・大　道　温　貴（ビジネス学部ビジネス学科）
　・菅　原　朱　音（ビジネス学部ビジネス学科）
　〈学長賞〉
　・常　田　帆　夏（ビジネス学部ビジネス学科）
　・宮　澤　日向子（健康医療学部人間健康学科）
　・吉　田　澄　玲（健康医療学部看護学科）
　〈優等賞〉
　・佐　藤　布　実（ビジネス学部ビジネス学科）
　・太　齊　果　菜（ビジネス学部ビジネス学科）
　・下川原　梨　音（健康医療学部人間健康学科）
　・田　端　ひかる（健康医療学部人間健康学科）
　・金　澤　彩　佳（健康医療学部看護学科）
　・中　村　光　希（健康医療学部看護学科）
　〈（一社）日本ソーシャルワーク教育学校連盟 優秀者表彰〉
　・野　澤　星　奈（健康医療学部人間健康学科）
　〈（一社）日本私立看護系大学協会会長賞〉
　・常　盤　春　乃（健康医療学部看護学科）
　〔短期大学部〕
　〈学長賞〉
　・成　田　陽　子（幼児保育学科）
　・戸草内　有　紗（介護福祉学科）
　〈優等賞〉
　・小　西　星永舞（幼児保育学科）
　・二ッ森　榛　香（幼児保育学科）
　・川　口　朋　美（介護福祉学科）
　・志　民　理　乃（介護福祉学科）
　〈全国保育士養成協議会会長賞〉
　・山　谷　宙　佳（幼児保育学科）
　〈日本介護福祉士養成施設協会会長賞〉
　・ フェルナンデス　ジョアナ　メイ　マチアス（介護福
祉学科）

　〈レクリエーション公認指導者養成課程認定校優秀学生〉

　・戸草内　有　紗（介護福祉学科）
②教員免許状等取得者
　〔大学〕
　　高等学校教諭一種免許（商業） 　　　２名
　　高等学校教諭一種免許（情報） 　　　４名
　　中学校教諭一種免許（保健体育） 　　17名
　　中学校教諭一種免許（保健） 　　　　２名
　　高等学校教諭一種免許（保健体育） 　21名
　　高等学校教諭一種免許（看護） 　　　１名
　　養護教諭一種免許　　　　　　　　　14名
　〔短期大学部〕
　　幼稚園教諭二種免許　　　　　　　　79名
　　保育士　　　　　　　　　　　　　　78名
③集中講義の実施状況〈日程・科目名（担当教員）〉
　《春学期》
　８月６日㈭～８月７日㈮　教育課程論（森本　洋介）
　８月18日㈫～８月21日㈮　地域経営学特殊講義Ⅰ
　　　　　　　　　　　　　（大谷　真樹）
　８月21日㈮～８月24日㈪、８月26日㈬～９月２日㈬
　　　　　　　　　　　　　 水泳（下田尋通、関下りち子、

妻神　安隆）
　８月24日㈪～８月28日㈮　スケート（田名部和彦）
　８月28日㈮～９月２日㈬　地域経営学特殊講義Ⅲ
　　　　　　　　　　　　　（加来　聡伸）
　　　　　　　　　　　　　行動の科学（石岡れい子）
　　　　　　　　　　　　　児童心理学（坂本　玲子）
　《秋学期》
　１月18日㈪～２月５日㈮　教育心理学（平田千早子）
　　　　　　　　　　　　　生徒指導論（平田千早子）
　１月６日㈬～１月８日㈮　 地域イノベーション･マネジ

メント（大谷　真樹）
　　　　　　　　　　　　　流通経済論（中居　裕）
　　　　　　　　　　　　　ビジネス特論Ⅱ（井上　丹）
　　　　　　　　　　　　　スポーツ心理学（粟木　一博）
　１月７日㈭～１月８日㈮　教育相談（平田千早子）
　１月19日㈫～１月20日㈬　 災害看護活動論（坂本　弘

子、神田　新一、西川　健）
　２月１日㈪～２月４日㈭　歴史学（井川　昭弘）
　　　　　　　　　　　　　農業ビジネス起業（加来　聡伸）
　　　　　　　　　　　　　 フットボールスポーツ
　　　　　　　　　　　　　（岩本　寿生、工藤　祐太郎）
　２月１日㈪～２月５日㈮　ヘルスカウンセリング
　　　　　　　　　　　　　（瀧澤　志穂）
　２月８日㈪～２月９日㈫　教育相談（鈴木　俊裕）
　３月１日㈪～３月４日㈭　道徳教育の研究（鈴木　俊裕）
　３月８日㈪～３月９日㈫　教育方法論（森本　洋介）
④学外会議
　なし
⑤庶務日誌摘録
　〔大学〕
　令和２年　４月８日㈬　４月14日㈫　５月７日㈭
　　　　　　６月３日㈬　７月１日㈬　９月２日㈬
　　　　　　10月７日㈬　11月４日㈬　12月２日㈬
　令和３年　１月６日㈬　２月３日㈬　２月24日㈬
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　　　　　　３月３日㈬
〔短期大学部〕
　令和２年　４月６日㈪　５月11日㈪　６月１日㈪
　　　　　　７月６日㈪　９月７日㈪　10月５日㈪
　　　　　　11月２日㈫　12月７日㈪
　令和３年　１月８日㈮　２月１日㈪　２月25日㈭
　　　　　　３月１日㈪

（６）　教養教育・リメディアル委員会
①学外会議
　なし
　（第70回東北・北海道地区大学等　高等・共通教育研究
会は、新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、中止。）
②その他
　入学前リメディアル教育課題実施状況
・令和２年10月24日㈯ 総合型選抜（A日程）
・令和２年11月21日㈯ 学校推薦型選抜（Ⅰ期）・幼保：学
校推薦型選抜
・令和２年12月５日㈯ 総合型選抜（B日程）
・令和２年12月19日㈯ 学校推薦型選抜（Ⅱ期）・幼保：専
門課程選抜
・令和３年１月16日㈯～17日㈰ 共通テスト利用A日程・B
日程・C 日程
・令和３年２月６日㈯ 専門課程選抜・一般選抜（Ⅰ期）
・令和３年２月19日㈮ 総合型選抜（C日程）・介護：総合
型選抜（B日程）
・令和３年３月３日㈬ 総合型選抜（D日程）・介護：総合
型選抜（C日程）
・令和３年３月11日㈭ 一般選抜（Ⅱ期）
③庶務日誌摘録
　令和２年　５月25日㈪　６月29日㈪　９月28日㈪
　令和３年　１月25日㈪

（７）　教職課程担当
①学外会議 
　・ 東北地区私立大学教職課程研究連絡協議会総会2020年
度総会

　　主　催：宮城学院女子大学
　　※コロナウイス感染症予防対策の為、メール審議
　・ 義務教育教員免許志願者に対する介護等体験事業大学
等担当者会議

　　主　催：青森県社会福祉協議会（オンライン会議）
　　会　場：八戸学院大学
　　出席者：加藤智恵（学務部教務学生課）
②その他
③庶務日誌摘録
　・教職課程担当者会議
　令和２年　５月19日㈫　８月21日㈮　11月６日㈮
　令和３年　３月４日㈭

（８）　ファカルティ・デベロップメント（FD）委員会
①学外会議
　・FDネットワーク“つばさ”第25回FD協議会
　　※メールによる書面協議

　・FDネットワーク“つばさ”第26回FD協議会
　　開催日：令和３年３月２日㈫
　　　　　　※Zoomによるオンライン開催
②その他
　・2020年度FD研修会
　　テーマ：「WebClass&GoogleMeetの実践的な活用方法」
　　開催日：令和２年６月26日㈮
　　会　場：７号館721教室・731教室、８号館811教室
　　出席者：大学・短大教員　80名
　・公開授業
　　期　間：各学部学科第２回目の講義～第14回目の講義
　　　　　　※ 令和２年12月14日㈪～18日㈮は外部へも

公開
　庶務日誌摘録
　　令和２年　６月４日㈭　７月２日㈭　９月３日㈭
　　　　　　　10月１日㈭　11月５日㈭　12月３日㈭
　　令和３年　２月４日㈭　３月５日㈮

（９）　学生委員会
〔大学学生委員会〕
　委 員 長　　長谷川美千留
　副委員長　
　委　　員　　グレゴリー・アンソニー　　　小柳　達也
　　　　　　　坂本　保子　　崔　　桓碩　　横田　将志
　　　　　　　佐貫　綾乃　　大木えりか　　切明美保子
　　　　　　　小出るみ子　　田向たまき
　学生委員会庶務日誌摘録
　第１回　令和２年４月７日㈫
　第２回　令和２年５月12日㈫
　第３回　令和２年６月９日㈫
　第４回　令和２年７月13日㈪
　第５回　令和２年９月８日㈫
　第６回　令和２年10月13日㈫
　第７回　令和２年11月10日㈫
　第８回　令和２年12月８日㈫
　第９回　令和３年１月12日㈫
　第10回　令和３年２月８日㈪
　第11回　令和３年３月９日㈫
①学生委員会学外会議
　なし
②学生委員会学内行事
・2020年度定期健康診断
　開催日：2020年４月１日㈬、２日㈭、３日㈮
　場　所：八戸市総合健診センター
　受診者：893名
・2020年度日本学生支援機構奨学金「予約採用説明会」
　開催日：2020年４月２日㈭
　場　所：520講義室
・2020年度日本学生支援機構奨学金「在学採用新規申込説
明会」
　開催日：2020年４月３日㈮
　場　所：520講義室
・2020年度日本学生支援機構奨学金「採用説明会」
　開催日：2020年５月12日㈫～22日㈮
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　場　所：520講義室
・2020年度第１回交通安全講習会　
　開催日：2020年５月11日㈪
　場　所：WebClassによる配信
　　　　　 DVD視聴　「夜間・雨天時に潜む危険～その特

性と安全運転のポイント～」
　受講生：578名
・2020年度新入生交流会
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
・2020年度学生大会
　開催日：2020年６月17日㈬
　場　所： 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため今年

度のみWebClassにて実施
　承認数： 121件（学友会規約第10条により１/10以上の承

認のため議決）
・2020年度クラブ・サークル代表者会議
　開催日：2020年５月15日㈮
　場　所：320講義室
　出席者：24団体
・2020年度学生生活にかかわる講演会
　開催日：2020年７月13日㈪
　場　所：520講義室
　演　題：「薬物乱用防止について」
　講　師：青森県警察八戸警察署
　　　　　　刑事第二課　課長　小野博木　警部
　参加者：172名
・2020年度第２回交通安全講習会
　開催日：2020年８月31日㈪、９月８日㈫
　場　所：831・832・520講義室
　　　　　 DVD視聴　「吹雪など視界不良時における交通

事故の実態」
　出席者：785名
・2020年度日本学生支援機構奨学金「返還説明会」
　開催日：2020年10月１日㈭
　場　所：320講義室
　対象者：2020年度貸与者（４年生：卒業予定者）
・はちがくフェス2020
　開催日：2020年10月17日㈯～18日㈰
　場　所：八戸学院大学美保野キャンパス
　テーマ：「起志快晴～笑顔あふれる未来へ～」
　参加者：690名（２日間合計、大学生・短大生・教職員数）
　※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、外部からの
ゲストをなしとして実施

・2020年度美保野キャンパスクリスマス企画
　開催日：2020年12月４日㈮
　場　所：８号館銅像前
　内　容： クリスマス講話・イルミネーション点灯式・抽

選会
　※新型コロナウイルスの影響にて中止
・2020年度日本学生支援機構奨学金「継続説明会」
　開催日：2020年12月３日㈬、８日㈫、９日㈬、10日㈭
　場　所：520講義室
　対象者：2020年度貸与者（４年生を除く）
・2020年度クラブ・サークル活動報告会

　開催日：2021年１月22日㈮
　※ 活動報告会および懇親パーティーは新型コロナウイル
スの影響にて中止

　　活動内容は冊子にして各クラブ・サークルへ配布
・2020年度八戸学院大学学友会役員選挙
　投票日：2021年１月29日㈮
　選挙結果：○執行委員長
　　　　　　　濱浦　良野（健康医療学部人間健康学科２年）
　　　　　　○副執行委員長
　　　　　　　滝沢　未緒（地域経営学部地域経営学科２年）
　　　　　　　小松　由佳（地域経営学部地域経営学科１年）
　　　　　　○書　記　長
　　　　　　　小泉　人和（地域経営学部地域経営学科１年）
　　　　　　　安住　直浩（健康医療学部人間健康学科１年）
③スポーツ戦績
◆硬式野球部
・春季リーグ（４月～５月）
　新型コロナウイルスの影響にて中止
・新人戦
　場所：青森中央学院大学
　　　　【本　　学】　２－３　青森大学
・秋季リーグ（８/22～９/26）
　場所：青森県営球野球場　他　
　　　　【本　　学】　８－０　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　11－０　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　２－４　【青森中央学院大学】
　　　　【本　　学】　２－０　【青森大学】
　　　　【本　　学】　２－０　【青森大学】
　　　　【本　　学】　０－１　【富士大学】
　　　　【本　　学】　０－７　【富士大学】
　　　　【本　　学】　４－２　【ノースアジア大学】
　　　　【本　　学】　０－３　【ノースアジア大学】
　　　　【本　　学】　10－１　【青森中央学院大学】
・2020北東北大学野球大館トーナメント大会（10/18～
10/21）
　場所：ニプロハチ公ドーム　　　　２年連続13回目優勝
　　　　【本　　学】　不戦勝　【岩手医科大学】
　　　　【本　　学】　11－１　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　８－１　【青森公立大学】
　　　　【本　　学】　４－２　【青森大学】

◆男子サッカー部
・東北大学サッカーリーグ１部（５/23～11/14）
　場所：八戸学院大学人工芝　他　３位
　　　　【本　　学】　２－４　【富士大学】
　　　　【本　　学】　７－０　【青森大学】
　　　　【本　　学】　５－０　【福島大学】
　　　　【本　　学】　３－２　【東北工業大学】
　　　　【本　　学】　２－４　【仙台大学】
　　　　【本　　学】　３－２　【東北学院大学】
　　　　【本　　学】　３－２　【東北大学】
・インディペンデンスリーグ2020東北（９/20～11/15）
　場所：八戸学院大学人工芝　他
【八戸学院大学２nd】　２位
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【八戸学院大学２nd】　４－１　【CommonSense】
【八戸学院大学２nd】　３－２　【TGNEXTFC】
【八戸学院大学２nd】　２－３　【八戸学院大学３rd】
【八戸学院大学２nd】　１－０　【仙台大学U-20】
【八戸学院大学２nd】　０－２　【富士大学U-22】
【八戸学院大学２nd】　９－０　【Tohoku.FC】
【八戸学院大学２nd】　４位
【八戸学院大学２nd】　３－３　【TGNEXTFC】
【八戸学院大学２nd】　２－２　【富士大学U-22】
【八戸学院大学２nd】　９－２　【Tohoku.FC】
【八戸学院大学２nd】　３－２　【八戸学院大学２nd】
【八戸学院大学２nd】　３－１　【CommonSense】
【八戸学院大学２nd】　１－５　【仙台大学U-20 】
・東北地区大学サッカー選手権大会　兼　総理大臣杯全日
本大学サッカートーナメント東北予選（７/４～７/18）
※新型コロナウイルスの影響にて中止
・東北地区大学体育大会　サッカーの部
　※新型コロナウイルスの影響にて中止

◆アイスホッケー部
・新人戦　新型コロナウイルスの影響にて中止
・大学アイスホッケー交流戦苫小牧大会（９月）　
　※新型コロナウイルスの影響にて中止
・デーリー東北新聞社杯第56回八戸市実業団アイスホッ
ケーリーグ戦（９月13日～30日）
　場所：テクノルアイスパーク八戸
　　　　【本　　学】　２－６　【青い森信用金庫】
　　　　【本　　学】　２－10　【高校選抜】
　　　　【本　　学】　０－６　【吉田産業】
　　　　【本　　学】　３－４　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　３－４　【八戸クラブ】
・RAB杯第73回青森県アイスホッケー選手権大会（10月
12日～19日）
　場所：テクノルアイスパーク八戸
　　　　【本　　学】　０－12　【八戸工業大学第一高等学校】
・第55回東奥日報社旗争奪青森県アイスホッケー大会（11
月11日～12月３日）
　場所：テクノルアイスパーク八戸　　結果　４位
　　　　【本　　学】　１－14　【吉田産業】
　　　　【本　　学】　０－17　【高校選抜】
　　　　【本　　学】　０－16　【青い森信用金庫】
　　　　【本　　学】　４－１　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　４－６　【八戸クラブ】
・令和２年度東北地区学生アイスホッケー選手権大会兼第
93回日本学生氷上競技選手権大会東北地区予選
　※新型コロナウイルスの影響にて中止
・第50回会長杯青森県実業団アイスホッケー大会（２月22
日～25日）
　場所：テクノルアイスパーク八戸
　　　　【本　　学】　６－２　【八戸クラブ】
　　　　【本　　学】　１－６　【青い森信用金庫】　準優勝

◆女子バスケットボール部
・第21回東北大学バスケットボールリーグ北奥羽二部トー

ナメント（10/ ３～10/ ４）
　場所：雫石町営体育館
　　準 決 勝【本学】　72－50　【東北大学】
　　決　　勝【本学】　78－56　【青森中央学院大学】優勝
・第44回東北大学バスケットボール新人大会（12/19～
12/20）
　場所：仙台大学
　　準々決勝【本学】　53－84　【東北学院大学】

◆男子バスケットボール部
◆東北二部北奥羽大会（10/ ３～10/ ４）
　場所：雫石町営体育館
　　準 決 勝【本学】　97－73　【盛岡大学】
　　決　　勝【本学】　75－80　【青森大学】　　準優勝
◆東北学生新人大会（12/ ６、12/ ９～12/10）
　場所：青森中央学院大学、仙台大学
　　一 回 戦【本学】　98－32　【岩手県立大学】
　　二 回 戦【本学】　０－20　【弘前大学】　※不戦勝
　　準々決勝【本学】　61－91　【仙台大学】

◆陸上競技部
・青森県春季陸上競技選手権（７/18～７/19、７/23～７
/24）
　場所：新青森県総合運動公園陸上競技場
　男子300m 決勝 鈴木　龍亮 34.72 １位
　男子400m 決勝 大沢　地生 49.04 ２位
　男子800m 決勝 大沢　地生 1.53.76 １位
　男子800m 決勝 赤石　倭人 1.59.16 ８位
　男子1500m 決勝 天間　冬和 4.16.72 12位
　男子3000mSC 決勝 石倉　有士 11.30.05 10位
　男子４×100mR 決勝 成田-鈴木-下山-奥口 
   42.12 ２位
　男子４×400mR 決勝 赤石-鈴木-下山-大沢 
   3.18.26 １位
　男子5000mW 決勝 石倉　有士 25.51.09 ３位
　男子棒高跳 決勝 高屋　涼成 ３m90 ３位
　男子走幅跳 決勝 奥口　遥史 ７m05 １位
　男子三段跳 決勝 成田　輝久 13m94 ２位
　男子砲丸投げ 決勝 瀬川　康介 13m79 ２位
　男子砲丸投げ 決勝 菊池　　亮 11m45 ４位
　男子円盤投げ 決勝 菊池　　亮 37m30 ２位
　男子槍投げ 決勝 棟方　智海 52m22 ３位
　女子100m 決勝 丸山　瀬奈 12.71 ４位
　女子200m 決勝 丸山　瀬奈 26.12 ５位
　女子300m 決勝 菅原璃々花 43.04 ５位
　女子300m 決勝 松田　瑠佳 43.51 ６位
　女子100mH 決勝 白銀　柚希 15.47 １位
　女子400mH 決勝 白銀　柚希 1.05.66 ２位
　女子４×100mR 決勝 櫻井-丸山-工藤-白銀 
   49.84 ２位
　女子４×400mR 決勝 工藤-白銀-菅原-松田 
   4.01.64 ２位
　女子走高跳 決勝 前田野々香 １m50 ６位
　女子走高跳 決勝 岡村　智優 １m50 10位
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　女子走幅跳 決勝 外川　　楓 ４m98 ７位
　女子走幅跳 決勝 松橋明日香 ４m93 ８位
　女子走幅跳 決勝 直川　京香 ４m86 ９位
　女子三段跳 決勝 白銀　柚希 10m92 ２位
　女子三段跳 決勝 直川　京香 10m78 ４位
　女子砲丸投げ 決勝 北田ひなた 10m17 ２位
・第49回東北学生陸上競技選手権大会（８/８～８/10）
　場所： 弘進ゴム アスリートパーク仙台（仙台市陸上競

技場）
　男子100m 決勝 下山　誉人 11.20 ７着
　男子200m 決勝 鈴木　龍亮 21.78 １着
　男子200m 決勝 山崎　功韻 22.67 ４着
　男子400m 決勝 大沢　地生 49.33 １着
　男子400m 決勝 三上　拓真 52.55 ８着
　男子800m 決勝 赤石　倭人 2.01.22 ２着
　男子800m 決勝 菊地　雄大 2.01.25 ３着
　男子800m 決勝 成田　聖也 2.05.24 ６着
　男子1500m 決勝 天間　冬和 4.08.65 １着
　男子400mH 決勝 佐藤　友紀 58.67 ７着
　男子４×100mR 決勝 下山-奥口-山崎-鈴木 
   41.88 ７着
　男子４×400mR 決勝 鈴木-三上-赤石-大沢 
   3.17.85 １着
　男子走幅跳 決勝 吉本　雄登 ６m48 ６位
　男子走幅跳 決勝 高屋　涼成 ６m27 ７位
　男子砲丸投げ 決勝 瀬川　康介 13m56 ２位
　男子砲丸投げ 決勝 菊池　　亮 11m51 ４位
　男子円盤投げ 決勝 菊池　　亮 37m14 ４位
　男子槍投げ 決勝 棟方　智海 48m10 ７位
　女子400m 決勝 松田　瑠佳 1.00.33 ３着
　女子400m 決勝 髙橋　祐佳 1.02.06 ４着
　女子100mH 決勝 白銀　柚希 15.57 ４着
　女子４×100mR 決勝 工藤-白銀-丸山-菅原 
   49.79 １着
　女子４×400mR 決勝 丸山-松田-菅原-高橋 
   4.01.12 ４着
　女子走幅跳 決勝 工藤菜々佳 ５m05 ４位
　女子走幅跳 決勝 直川　京香 ４m98 ５位
　女子三段跳 決勝 白銀　柚希 11m24 ２位
　女子三段跳 決勝 直川　京香 11m18 ３位
　女子砲丸投げ 決勝 北田ひなた ９m25 １位
・青森県秋季陸上競技大会（９/21～９/23）
　場所：カクヒログループアスレチックスタジアム
　男子800m 決勝 大沢　地生 1.57.13 １着
　男子800m 決勝 成田　聖也 2.00.65 ７着
　男子800m 決勝 赤石　倭人 2.03.40 ８着
　男子1500m 決勝 天間　冬和 4.11.52 ７着
　男子110mH 決勝 高屋　涼成 16.87 ５着
　男子４×100mR 決勝 成田-下山-山崎-鈴木 
   42.44 １着
　男子４×400mR 決勝 下山-鈴木-奥口-大沢 
   3.20.80 １着
　男子走幅跳 決勝 奥口　遥史 ６m85 ３位
　男子走幅跳 決勝 吉本　雄登 ６m36 　７位

　男子一般砲丸投 決勝 瀬川　康介 13m82 １位
　男子一般砲丸投 決勝 菊池　　亮 11m81 ４位
　男子一般円盤投 決勝 菊池　　亮 39m54 １位
　男子やり投げ 決勝 棟方　智海 51m53 ６位
　女子100m 決勝 丸山　瀬奈 12.60 ６着
　女子400m 決勝 松田　瑠佳 1.00.00 ２着
　女子400m 決勝 髙橋　祐佳 1.01.89 　４着
　女子100mH 決勝 白銀　柚希 15.94 　２着
　女子４×100mR 決勝 工藤-白銀-櫻井-丸山 
   50.75 ４着
　女子走高跳 決勝 前田野々香 １m45 ７位
　女子走高跳 決勝 岡村　智優 １m45 ８位
　女子走幅跳 決勝 工藤菜々佳 ５m02 ３位
　女子走幅跳 決勝 外川　　楓 ４m83 ８位
　女子三段跳 決勝 白銀　柚希 11m00 １位
　女子三段跳 決勝 直川　京香 10m74 ４位
　女子砲丸投 決勝 北田ひなた ９m75 ２位
・北日本学生陸上選手権（10/17～10/19）
　場所：北上陸上競技場
　男子走幅跳 決勝 奥口　遥史 ７m10 ３位
　男子４×400mR 決勝 赤石-鈴木-奥口-大沢 
   3.16.76 ６位
　男子砲丸投げ 決勝 瀬川　康介 13m60 ３位
　男子円盤投げ 決勝 菊池　亮 39m45 ７位
　女子100m 決勝 丸山　瀬奈 12.90 ４着
　女子200m 決勝 丸山　瀬奈 26.23 ４着
　女子400m 決勝 松田　瑠佳 59.65 ７位
　女子400m 決勝 髙橋　祐佳 1.01.19 ２着
　女子100mH 決勝 白銀　柚希 16.14 ２着
　女子４×100mR 決勝 工藤-白銀-丸山-岡村 
   50.11 ５着
　女子４×400mR 決勝 髙橋-丸山-工藤-松田 
   4.02.03 ４着

◆軟式野球部
・東北地区大学軟式野球東北大会東奥地区予選（９/19）
　場所：生保内公園野球場
　　　　【本　　学】　０－７　【岩手大学】

◆男子ラグビー部
・東北地区ラグビーリーグ戦（10/ ４～10/25）
　場所：南郷陸上競技場　他
　　　　【本　　学】　76－３　【弘前大学医学部】
　　　　【本　　学】　92－26　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　57－７　【東北大学】
・東北・北海道代表決定戦（11/ ３）優勝
　　　　【本　　学】　24－12　【北海道大学】
・全国大学ラグビーフットボール選手権大会（11/21）
　場所：福岡県営春日公園競技場
　　　　【本　　学】　21－46　【福岡工業大学】

◆女子ラグビー部
・ウノスタ女子セブンズ2020（９/12～９/13）
　場所：釡石鵜住居復興スタジアム
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　１日目
　　【八戸学院大学】　51－０　【岩手県選抜】
　　【八戸学院大学】　33－５　【福島県選抜】
　　【弘前サクラオーバルズ】　48－０　【岩手県選抜】
　　【弘前サクラオーバルズ】　38－０　【福島県選抜】
　２日目
　　【八戸学院大学】　27－７　【弘前サクラオーバルズ】
　　【八戸学院大学】　42－０　【岩手県選抜】
　　【弘前サクラオーバルズ】　７－27　【八戸学院大学】
　　【弘前サクラオーバルズ】　12－０　【福島県選抜】
　順位
　　１位　八戸学院大学
　　２位　弘前サクラオーバルズ
・クラウンメロンセブンズ2020（10/25）
　場所：エコパスタジアム（静岡県）
　　　　【本　　学】　19－21　【神戸ファストジャイロ】
　　　　【本　　学】　39－５　【湘南ベルマーレ】
　結果　３位

◆女子サッカー部
・全日本女子フットサル青森県大会（６/27～６/28）
　場所：スポカルイン黒石
　＜予選リーグ＞
　　　　【本　　学】　０－１　【ボンサジェスＡ】
　　　　【本　　学】　５－１　【BLAU WALD】
　＜決勝リーグ＞
　　　　【本　　学】　３－０　【八戸学院光星高校】
　　　　【本　　学】　２－４　【ナカスポ】　　　　準優勝
◆青森県秋季大会兼皇后杯予選（７/24、７/26）
　場所：八戸学院大学人工芝　他
　　　　【本　　学】　12－０　【Enchantee
　　　　【本　　学】　７－１　【八戸学院光星高校】　優勝
・全日本女子フットサル東北大会（８/８～８/９）
　場所：東根市民体育館
　＜予選リーグ＞
　　　　【本　　学】　８－２　【桜の聖母BLOOM福島】
　＜準決勝＞
　　　　【本　　学】　０－１　【ファンレディース】　３位
・2020東北地域大学女子サッカーリーグ（９/12～）
　場所：八戸学院大学人工芝　他
　　　　【本　　学】　１－３　【仙台大学】
　　　　【本　　学】　２－１　【東北公益文化大学】
　　　　【本　　学】　１－２　【仙台大学】
　　　　【本　　学】　３－１　【東北公益文化大学】　２位
・THFA河北新報旗争奪　東北女子サッカー選手権大会　
兼　皇后杯JFA全日本女子サッカー選手権大会東北大会
（９/26～９/27、10/ ３）
　場所：山形県総合運動公園　他
　　　　【本　　学】　１－０　【東北公益文化大学】
　　　　【本　　学】　１－０　【常盤木学園高校】
　　　　【本　　学】　０－４　【聖和学園高校】　　　２位
・第29回全日本大学女子サッカー選手権大会（12/24～１/６）
　　　　【本　　学】　１－６　【福岡大学】

◆自転車競技部
・2020全日本学生トラック自転車競技大会（９/12～９/13）
　場所：泉崎国際サイクルスタジアム
　菅原　朱音　　女子３kmインディヴィデュアル・パシュート ２位
　小笠原一真　　男子１kmタイムトライアル 36位
　畑崎　大輝　　男子４kmインディヴィデュアル・パシュート ７位
　川村　琢磨　　男子ケイリン敗者復活戦 敗退
・霊峰木曽おんたけバイシクル・フェスタ2020（10/31）
　場所：松原スポーツ公園
　寺澤アンドリュウ
　　霊峰木曽おんたけロードタイムトライアル クラス３優勝
　　霊峰木曽おんたけヒルクライム クラス２優勝
・全日本自転車競技選手権大会（11/ ５～11/ ８）
　場所：松本市美鈴湖自転車競技場
　菅原　朱音　　女子オムニアム 12位
　川村　琢磨　　ケイリン 11位
　畑崎　大輝　　男子オムニアム 16位
・2020全日本学生ロードレース・カップ・シリーズ第３戦
（11/15）
　場所：利根川上流河川敷南側
　寺澤アンドリュウ
　　ＲＣＳ利根川個人タイムトライアル カテゴリ１優勝

◆軽音楽部
・はちがくフェス（10/18）
　場所：八戸学院大学

◆空手道サークル
・内閣総理大臣杯第63回全国空手道選手権大会（６/13～
６/14）
　新型コロナウイルスの影響にて中止

◆演劇部
・FANS第1380回【演劇】「コイの予感」（７/17）
　〈出演者〉
  21712016  高坂　大誠
　　今回行ったのは、一人の人間とぬいぐるみによる、一
人芝居でありながら、二人芝居でもある舞台をやらせて
いただいた。セリフを言うのは自分一人なのだが、ぬい
ぐるみとの会話にしなければいけないということ意識し
ながら演じた。また、今回は、新型コロナウイルスによ
る自粛後初の芝居の舞台ということで、感染予防対策を
行っての公演となった。客席の数を減らす、席との間に
保護フィルムを設置する、受付時の検温（観客だけでな
く役者やスタッフも）、公演後の役者と観客の接触を制
限するなど、今後舞台をやるにあたり注意しなければな
らないことを学ぶことができた。

◆スピードスケート部
・2020’長根サマースピードスケート競技会（８/22～８
/23）
　場所：YSアリーナ八戸（八戸市長根屋内スケート場）
　前中　香澄 500m 41秒59  （５位）
  1000m １分22秒37 （３位）
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　大岩未奈美 500m 42秒06  （７位）
  1000m １分24秒03 （６位）
　木村　有希 1500m ２分07秒23 （２位）
  3000m ４分27秒30 （２位）
　上野恵理子 1500m ２分14秒25 （10位）
  3000m ４分37秒81 （６位）
　宮澤　茉那 500m 42秒69  （10位）
  1000m １分23秒47 （５位）
　安田　彩夏 1500m ２分10秒55 （４位）
  3000m ４分33秒57 （３位）
　清水　汰揮 500m 37秒86  （５位）
  1000m １分16秒17 （６位）
　山田　理貴 3000m ４分56秒76 （24位）
  5000m ８分38秒66 （23位）
・第27回全日本スピードスケート距離別選手権大会（10/23
～10/25）
　場所：長野市オリンピック記念アリーナ（エムウェーブ）
　前中　香澄 1000m １分21秒43  （24位）
  1500m ２分06秒67 （20位）
　大岩未奈美 500m 41秒11  （20位）
  1000m １分21秒07 （22位）
　杉浦　美咲 500m 41秒07  （19位）
　木村　有希 マススタート ３ポイント （９位）
　宮澤　茉那 マススタート ４ポイント （７位）
　安田　彩夏 マススタート ０ポイント （11位）
・2020’長根オータムスピードスケート競技会 第54回青森
県選抜スピードスケート競技会 兼 第76回国民体育大会
冬季大会スピードスケート青森県第一次選考会（10/30
～11/ １）
　場所：YSアリーナ八戸（八戸市長根屋内スケート場）
　前中　香澄 1000m １分22秒51 （２位）
  1500m ２分08秒48 （１位）
　杉浦　美咲 500m 42秒97  （２位）
  1000m １分24秒03   （４位）
　大岩未奈美 500m 41秒44  （１位）
  1000m １分22秒23 （１位）
　木村　有希 1500m ２分10秒28 （６位）
  3000m ４分30秒85 （１位）
　上野恵理子 1500m ２分10秒00 （５位）
  3000m ４分31秒00 （２位）
　宮澤　茉那 1000m １分23秒81 （３位）
  1500m ２分09秒08 （２位）
　安田　彩夏 1500m ２分09秒25 （３位）
  3000m ４分34秒80 （３位）
　山田　理貴 500m 43秒66  （６位）
  1000m １分30秒49 （12位）
・2020/2021全日本選抜スピードスケート競技会帯広大会
（旧ジャパンカップ）（11/13～11/15）
　場所：明治北海道十勝オーバル
　前中　香澄 1000m １分21秒81   （25位）
  1500m ２分06秒92 （26位）
　杉浦　美咲 500m 41秒54    （30位）
  1000m １分23秒61   （39位）
　大岩未奈美 500m 40秒96    （19位）

  1000m １分21秒73  （24位）
  1500m ２分06秒65 （21位）
　木村　有希 3000m ４分30秒61 （32位）
  マススタートレース16周  20ポイント （３位）
　宮澤　茉那 500m 42秒00   （35位）
  マススタートレース16周  ０ポイント （17位）
　安田　彩夏 3000m ４分29秒58 （30位）
  マススタートレース16周  ２ポイント （10位）
・2020/2021全日本選抜スピードスケート競技会八戸大会
（旧ジャパンカップ）（11/20～11/22）
　場所：YSアリーナ八戸（八戸市長根屋内スケート場）
　前中　香澄 500m 40秒75  （20位）
  1000m １分21秒76 （25位）
  1500m ２分06秒37 （23位）
　杉浦　美咲 500m 41秒13  （25位）
  1000m １分23秒11 （33位）
　大岩未奈美 500m 41秒22 （26位）
  1000m １分21秒17 （20位）
  1500m ２分04秒46 （９位）
　木村　有希 3000m ４分29秒37 （19位）
  マススタートレース  10ポイント （４位）
　宮澤　茉那 500m 41秒45  （29位）
  マススタートレース ３ポイント （７位）
　安田　彩夏 3000m ４分32秒04 （26位）
  マススタートレース  １ポイント （12位）
・第40回全日本スピードスケート選手権大会（11/27）
　場所：総合スポーツセンター伊香保リンク
　前中　香澄 500m １本目 41秒13 （10位）
   ２本目 40秒80 （９位）
  1000m １本目 １分21秒03 （４位）
   ２本目 １分22秒63 （５位）
   総合 163.780 ５位
　杉浦　美咲 500m １本目 41秒56 （14位）
   ２本目 41秒26 （15位）
  1000m １本目 １分22秒86 （10位）
   ２本目 １分24秒11 （10位）
   総合 166.320 14位
　大岩未奈美 500m １本目 41秒60 （15位）
   ２本目 41秒51  （20位）
  1000m １本目 １分20秒66 （２位）
   ２本目 １分22秒31  （４位）
   総合 164.590 ８位
　木村　有希 500m 42秒11   （７位）
  3000m ４分37秒33 （８位）
  1500m ２分12秒68 （９位）
  5000m ８分22秒20 （６位）
   総合 182.770 ６位
　宮澤　茉那 500m 41秒24   （２位）
  3000m ４分40秒69  （12位）
  1500m ２分11秒90  （７位）
  5000m ８分30秒65  （９位）
   総合 183.040 ８位
　安田　彩夏 500m 42秒30   （10位）
  3000m ４分47秒44  （16位）
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  1500m ２分15秒66  （15位）
   総合 135.420  13位
　上野恵理子 500m 43秒49   （17位）
  3000m ４分35秒29  （５位）
  1500m ２分14秒82 （12位）
  5000m ８分10秒26 （１位）
   総合 183.330 ９位
　山田　理貴 500m １本目 44秒06   （55位）
   ２本目 43秒55   （53位）
  1000m １本目 １分29秒86   （54位）
   ２本目 １分31秒 84   （53位）
   総合 178.460   （52位）
・スピードスケート部 2020/2021 全日本選抜スピードス
ケート競技会富士吉田大会（旧ジャパンカップ）　（12/
４～12/ ６）
　場所：富士急ハイランドコニファーフォレスト　（中止）
・第73回青森県スピードスケート選手権大会 第47回青森
県スプリントスピードスケート選手権大会（12/12～
12/13）
　場所：YSアリーナ八戸（八戸市長根屋内スケート場）
　前中　香澄 500m １本目 40秒84 （１位）
   ２本目 41秒00 （１位）
  1000m １本目 １分21秒18 （１位）
   ２本目 １分21秒49 （１位）
     総合１位
　杉浦　美咲 500m １本目 41秒41 （３位）
   ２本目 41秒10  （２位）
  1000m １本目 １分22秒29 （３位）
   ２本目 １分22秒28 （３位）
     総合２位
　大岩未奈美 500m １本目 41秒31 （２位）
   ２本目 41秒31  （３位）
  1000m １本目 １分22秒13 （２位）
   ２本目 １分22秒24  （２位）
     総合３位
　木村　有希 500m 43秒75   （３位）
  3000m ４分30秒69  （１位）
  1500m ２分09秒13  （１位）
  5000m ７分48秒70 （２位）
     総合１位
　宮澤　茉那 500m １本目 41秒55 （４位）
   ２本目 41秒87 （４位）
  1000m １本目 １分22秒46 （４位）
   ２本目 １分23秒70 （４位）
     総合４位
　安田　彩夏 500m 42秒46   （２位）
  3000m ４分35秒20 （５位）
  1500m ２分11秒14 （５位）
  5000m ７分55秒62 （３位）
     総合４位
　上野恵理子　　500m 43秒87  （６位）
  3000m ４分32秒66 （２位）
  1500m ２分10秒46 （４位）
  5000m ７分43秒33 （１位）

     総合２位
　清水　汰揮 500m １本目 38秒39 （１位）
   ２本目 37秒87 （１位）
  1000m １本目 １分18秒02 （１位）
   ２本目 １分16秒93 （１位）
     総合１位
　山田　理貴 500m １本目 43秒90 （６位）
   ２本目 44秒46 （６位）
  1000m １本目 １分29秒91 （７位）
   ２本目 １分31秒33 （５位）
     総合５位
・第50回東北スケート競技選手権大会（12/19～12/21）
　場所：磐梯熱海スポーツパーク郡山スケート場
　前中　香澄 1000m １分30秒73  （４位）
  1500m ２分14秒64 （１位）
　杉浦　美咲 500m 42秒66  （１位）
  1000m １分26秒60 （１位）
　大岩未奈美 500m 42秒99  （２位）
  3000m ４分46秒81 （２位）
　木村　有希 1500m ２分18秒16 （４位）
  3000m ４分43秒39 （１位）
　宮澤　茉那 500m 43秒34   （３位）
  1000m １分29秒15  （３位）
　安田　彩夏 1500m ２分18秒09 （３位）
  3000m ４分50秒68 （３位）
　上野恵理子 1500m ２分17秒41 （２位）
  3000m ５分14秒09 （４位）
　清水　汰揮 500m 38秒87  （１位）
　山田　理貴 500m 45秒39  （６位）
  1000m １分30秒52 （４位）
・2020’みちのくスピードスケート競技会（12/26～12/27）
　場所：YSアリーナ八戸（八戸市長根屋内スケート場）
　前中　香澄 1000m １分21秒25  （２位） 大会新
  1500m ２分06秒51  （２位） 大会新
　杉浦　美咲 500m 41秒20   （４位） 大会新
  1000m １分22秒16  （３位）
　木村　有希 1500m ２分09秒15  （８位）
  3000m ４分37秒02  （９位）
　宮澤　茉那 500m 41秒65   （７位） 大会新
  1000m １分23秒59 （10位）
　安田　彩夏 1500m ２分10秒32  （10位）
  3000m ４分32秒04  （２位）
　上野恵理子 3000m ４分33秒76 （３位）
  5000m ７分37秒37 （１位） 大会新
　清水　汰揮 500m 37秒31   （８位） 大会新
  1000m １分15秒91  （16位）
　山田　理貴 500m 43秒44   （35位）
  1000m １分26秒55  （42位）
・第88回全日本スピードスケート選手権大会（12/28～
12/30）
　場所：明治北海道十勝オーバル（帯広の森屋内スピード
スケート場）
　大岩未奈美 1000m １分21秒15  （19位）
  1500m ２分05秒79  （14位）
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・JOCジュニアオリンピックカップ大会　第44回全日本
ジュニアスピードスケート選手権大会（１/９～１/11）
場所：YSアリーナ八戸（八戸市長根屋内スケート場）
　安田　彩夏 500m 42秒20  （20位）
  1000m １分24秒60 （27位）
  1500m ２分08秒34 （20位）
  3000m ４分32秒29 （20位）
     総合７位
　上野恵理子 1500m ２分08秒17 （17位）
  3000m ４分28秒21 （13位）
  マススタート  ０ポイント 11位
　清水　汰揮 500m 37秒63  （19位）
  1000m １分15秒69 （33位）
・第76回国民体育大会冬季大会 スケート競技会・アイス
ホッケー競技会（１/27～１/31）
　場所：岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場（新型コ
ロナウイルスの影響にて出場辞退）
・2021’長根ウィンタースピードスケート競技会（２/６
～２/７）場所：YSアリーナ八戸
　前中　香澄 1000m １分22秒02 （１位） 
  1500m ２分08秒57 （２位） 
　杉浦　美咲 500m 41秒01  （１位） 大会新 
  1000m １分22秒60 （２位） 
　大岩未奈美 1000m １分23秒30 （３位） 
  1500m ２分06秒54 （１位） 
　木村　有希 1500m ２分11秒20 （５位） 
  3000m ４分35秒75 （２位） 
　宮澤　茉那 500m 42秒19  （２位） 大会新 
  1000m １分24秒20 （４位） 
　安田　彩夏 1500m ２分13秒47 （７位） 
  3000m ４分45秒44 （５位） 
　上野恵理子 1500m ２分09秒48 （３位） 
  3000m ４分30秒25 （１位） 大会新 
　清水　汰揮 500m 37秒82  （１位） 
  3000m ４分25秒71 （７位） 
　山田　理貴 500m 44秒13  （10位） 
  1000m １分31秒01 （13位）
・第19回エムウェーブスピードスケート競技会（２/11～
２/14）
　場所：長野市オリンピック記念アリーナ（エムウェーブ）
　清水　汰揮 500m 37秒30  （６位）
  1000m １分14秒87 （11位）
　山田　理貴 500m 43秒28  （71位）
  1000m １分26秒36 （94位）
・2020/2021全日本選抜スピードスケート競技会長野大会
（２/11～２/13）
　場所：長野市オリンピック記念アリーナ（エムウェーブ）
　前中　香澄 500m 40秒60  （27位）
  1000m １分20秒11 （23位）
  1500m ２分06秒62 （41位）
　杉浦　美咲 500m 40秒41  （22位）
  1000m １分21秒20 （31位）
　大岩未奈美 500m 40秒99  （35位）
  1000m １分21秒20 （31位）

  1500m ２分06秒49 （39位）
　木村　有希 3000m ４分32秒33 （39位）
  マススタート ６点 （６位）
　宮澤　茉那 500m 41秒34  （38位）
  1000m １分22秒08 （41位）
　安田　彩夏 3000m ４分45秒44 （48位）
  マススタート 20点   （３位）
　上野恵理子 3000m ４分23秒25 （23位）
  5000m ７分29秒50 （８位）

◆ゴルフ部
・2020年度トーオーゴルフ選手権　（７月１日）
　場所　十和田湖高原ゴルフクラブ
　ビジネス学部４年　田中　奎熙　競技成績　20位
　ビジネス学部４年　中原　　陵　競技成績　12位
　ビジネス学部４年　秋田将太朗　競技成績　47位
　地域経営学部３年　藤原　　黎　競技成績　11位
・2020年度第47回青森県アマチュアゴルフ選手権競技　
（８月27日～28日）
　場所　青森カントリー倶楽部
　ビジネス学部４年　中原　　陵　競技成績　67人中22位
　ビジネス学部４年　秋田将太朗　競技成績　67人中37位
　ビジネス学部４年　田中　奎熙　競技成績　67人中57位
　地域経営学部３年　藤原　　黎　競技成績　67人中12位

◆障害者（児）共生サークル・アミューズ♪
・自閉症者との交流会（９/12）
　場所：八戸市福祉体育館
　　八戸市自閉症者（児）親の会主催のイベント「フレン
ドパーク」で21812016大坪滉明、21812031小山菜都美、
21812051須郷泰生、21812033工藤有紗、21812037小澤
萌花、22013012尾崎ひまわり、22013013尾崎　実結と
共にテレビゲームやテーブルゲームなどをして当事者の
方と交流をした。
・自閉症者との交流会（10/10）
　場所：八戸福祉体育館 
　　八戸市自閉症者（児）親の会主催のイベント「フレン
ドパーク」で21812016大坪滉明、21812031小山菜都美、
21812051須郷泰生、21812033工藤有紗、21812037小澤
萌花、21912028菊池侑磨、21912051中野結、21912076
沼畑瑠菜、22013013尾崎　実結と共にテレビゲームや
テーブルゲームなどをして当事者の方と交流をした。
・自閉症者との交流会（11/14）
　場所：八戸市福祉公民館
　　八戸市自閉症者（児）親の会主催のイベント「フレ
ンドパーク」で21812016大坪滉明、21812051須郷泰生、
21812033工藤有紗、21812037小澤萌花、21912028菊池侑
磨、21912051中野結貴、22013013尾崎　実結、22013012
尾崎　ひまわりと共にテレビゲームやテーブルゲームな
どをして当事者の方と交流をした。

〔短大学生委員会〕
学生委員会
　委 員 長　　
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　副委員長　　差波　直樹
　委　　員　　本吉　　好　　鈴木　康弘　　平田千早子
　　　　　　　橋本　知子　　岩舘亜沙美
・学生委員会庶務日誌摘録
　第１回　　令和２年４月７日㈫
　第２回　　令和２年５月12日㈫
　第３回　　令和２年６月９日㈫
　第４回　　令和２年７月13日㈪
　第５回　　令和２年９月８日㈫
　第６回　　令和２年10月13日㈫
　第７回　　令和２年11月10日㈫
　第８回　　令和２年12月８日㈫
　第９回　　令和３年１月12日㈫
　第10回　　令和３年２月８日㈪
　第11回　　令和３年３月９日㈫
①学生委員会学外会議
　なし
②学生委員会学内行事
・2020年度定期健康診断（短大）
　開催日：2020年４月１日㈬、２日㈭
　場　所：八戸西健診プラザ
　受診者：203名
・2020年度日本学生支援機構奨学金「予約採用説明会」
　開催日　2020年４月２日㈭
　場　所　520講義室
・2020年度日本学生支援機構奨学金「在学採用新規申込説
明会」
　開催日　2020年４月３日㈮
　場　所　520講義室
・2020年度学生総会（短大）
　開催日：2020年６月24日㈬
　場　所： 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため今年

度のみWebClassにて実施
　承認数：116名（学生会規約第12条により成立し、議決）
・2020年度第１回交通安全講習会（短大）
　開催日：2020年４月３日㈮、５月11日㈪
　場　所：短大211講義室およびWebClassによる配信
　受講生：167名
・2020年度日本学生支援機構奨学金「返還説明会」
　開催日：2020年10月２日㈮
　場　所：211講義室
　対象者：2020年度貸与者（２年生：卒業予定者）
・2020年度日本学生支援機構奨学金「継続説明会」
　開催日：2020年12月11日㈮
　場　所：211講義室
　対象者：2020年度貸与者（２年生除く）
・2020年度第２回交通安全講習会（短大）
　開催日：2020年10月５日㈪、７日㈬、９日㈮
　場　所： ８号館814講義室、幼児保育学科棟211講義室、

２号館221講義室
　受講生：200名
・2020年度八戸学院大学短期大学部学生会役員選挙
　○執行委員長　松浦　由依　（介護福祉学科１年）
　○副執行委員長　中村江梨子　（幼児保育学科１年）

　　　　　　　　　玉澤　杏奈　（介護福祉学科１年）
　○書　記　長　鈴木　康太　（介護福祉学科１年）
　○副 書 記 長　下屋敷あゆ海（幼児保育学科１年）
　　　　　　　　　上大澤京伽　（介護福祉学科１年）

（11）　学生相談・特別支援室
　学生相談・特別支援室
　　室　長　　小川あゆみ
　　副室長　　金地美知彦
　　室　員　　根城　隆幸　　壬生　寿子　　狩野　俊介
　　　　　　　宮澤　君子　　太田　祐美　　平田千早子
　学生相談・特別支援室会議庶務日誌摘録
　　第１回　　令和２年４月９日㈭
　　第２回　　令和２年５月15日㈮
　　第３回　　令和２年６月４日㈭
　　第４回　　令和２年７月２日㈭
　　第５回　　令和２年９月２日㈬
　　第６回　　令和２年10月１日㈭
　　第７回　　令和２年11月５日㈭
　　第８回　　令和２年12月３日㈭
　　第９回　　令和３年２月４日㈬
　　第10回　　令和３年３月４日㈭
①学生相談・特別支援室担当者会議学外会議
　なし
②学生相談・特別支援室担当学内行事
・学生相談・特別支援室研修会
　開催日：2020年10月30日㈮
　場　所：５号館520講義室
　テーマ：「大学生活に配慮を必要とする学生の特徴と対応」
　講　師：岩手大学　保健管理センター　早坂浩志　氏
③学生相談・特別支援室担当学外研修会
・第58回全国学生相談研修会への参加
　開催日：2020年11月15日㈰～16日㈪
　場　所： 新型コロナウイルスの影響にてオンラインにて

開催
　参加者：金地美知彦（学生相談・特別支援室副室長）
④その他

（12）　国際交流支援委員会
　委 員 長　　三浦　文恵
　副委員長　　渡邉　陵由
　委　　員　　B．グロスマン　　G．アンソニー
　　　　　　　崔　　桓碩　　大木えりか　　久保　宣子
　　　　　　　前森　桃子　　本吉　　好　　平田　直子
　国際交流支援委員会庶務日誌摘録
　　第１回　　令和２年４月13日㈪
　　第２回　　令和２年７月20日㈪
　　第３回　　令和２年10月12日㈪
①国際交流支援委員会学外会議
　なし
②国際交流支援委員会行事
・海外研修説明会
　開催日：2020年３月30日㈪・４月２日㈭
　場　所：幼児保育学科棟211講義室
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　備　考： 新型コロナウイルスの影響のため実施は短大の
み

・みさわ国際交流協会定時総会
　開催日：2020年５月29日㈮　※議決日
　場　所： 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、今

年度は書面決議
・八戸国際交流協会総会
　開催日：2020年６月22日㈪　※議決日
　場　所： 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、今

年度は書面決議
・TOEIC試験
　春学期
　開催日：2020年７月24日㈮　受験者13名
　　　　　（大学12名、職員１名）
　場　所：３号館320講義室
　秋学期
　開催日：2021年２月３日㈬　受験者８名（大学８名）
　場　所：８号館833講義室
・第９回「国際交流フェスタinはちのへ」への参加
　新型コロナウイルスの影響のため中止
・あおもりグローバルアカデミー開講式出席
　開催日：2020年10月31日㈯
　場　所：三沢市国際交流教育センター
　参加者：グレゴリー・アンソニー（国際交流支援委員）
　　　　　三浦文恵（国際交流支援委員長）　　
・あおもりグローバルアカデミー第２回セミナー出席
　開催日：2020年11月21日㈯・22日㈰
　場　所：三沢市国際交流教育センター
　参加者：グレゴリー・アンソニー（国際交流支援委員）
　　　　　三浦文恵（国際交流支援委員長）　　
・あおもりグローバルアカデミー第３セミナー出席
　開催日：2020年12月12日㈯・13日㈰
　場　所：三沢市国際交流教育センター
　参加者：グレゴリー・アンソニー（国際交流支援委員）
　　　　　三浦文恵（国際交流支援委員長）　　
・留学生連絡協議会　研修動画視聴
　開催日：2020年10月31日㈯
　場　所：三沢市国際交流教育センター
　参加者：グレゴリー・アンソニー（国際交流支援委員）
　　　　　三浦文恵（国際交流支援委員長）
・第73回日米学生会議事前打ち合わせ
　開催日：2020年11月19日㈭
　場　所：学長室
　内　容：参加学生候補者や日程の確認について
　参加者：水野眞佐夫（八戸学院大学　学長）
　　　　　三浦文恵（国際交流支援委員長）
　　　　　早川幸久（教務学生課長）
・外国人とのコミュニケーション講座（ベトナム編）
　開催日：2020年11月27日㈮
　場　所：ＹＳアリーナ八戸　１階　多目的室
　参加者：岡沼真由美（学務部長）
　　　　　中村　蘭（国際交流支援室員）
・三沢基地内プログラム（AAFES Shop Tour）
　新型コロナウイルスの影響のため中止

・CNE１海外語学研修への参加
　研修地：フィリピン
　期　間：新型コロナウイルスの影響のため中止
・EF海外語学研修への参加
　研修地：各国
　期　間：新型コロナウイルスの影響のため中止
・シアトル海外語学研修への参加
　研修地：アメリカ合衆国ワシントン州シアトル
　期　間：新型コロナウイルスの影響のため中止
・チェンマイ海外語学研修への参加
　研修地：タイ王国チェンマイ 
　期　間：新型コロナウイルスの影響のため中止

（13）　広報委員会
〇令和２年度八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部説明会
　実施日：令和２年７月８日㈬
　場　所：リンクモア平安閣市民ホール
　出席者：八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教職員
　　　　　八戸工業大学教職員
　参加者：４校（４名）
　備　考：八戸工業大学と合同開催
〇その他説明会
＜校内説明会＞
・八戸商業高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：令和２年６月10日㈬
　対象者：３年生 
　出席者：課長　井上丹
　　　　　舎監　力石暁
・十和田西高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：令和２年６月11日㈭ 
　対象者：２・３年生    
　出席者：主任　橘勇祐
　　　　　舎監　力石暁
・八戸工業大学第一高等学校（キッズコーポレーション主催）
　実施日：令和２年７月１日㈬ 
　対象者：３年生 
　出席者：主任　坂野仁志
　　　　　舎監　力石暁 
・野辺地高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和２年７月９日㈭
　対象者：３年生
　出席者：舎監　力石暁
・八戸西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和２年７月16日㈭
　対象者：１年生 
　出席者：主任　坂野仁志
・六戸高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和２年７月17日㈮
　対象者：３年生
　出席者：舎監　力石暁
・八戸学院光星高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和２年７月28日㈫
　対象者：３年生
　出席者：幼児保育学科准教授　加藤康子
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　　　　　介護福祉学科准教授　小川あゆみ
　　　　　介護福祉学科助教　　鈴木絵美
　　　　　キャリア支援課主任　坂野仁志
　　　　　キャリア支援課舎監　力石暁 
・八戸学院野辺地西高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和２年７月31日㈮
　対象者：３年生
　出席者：主任　坂野仁志
・八戸商業高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：令和２年８月20日㈭
　対象者：３年生
　出席者：主事　白井大介
　　　　　舎監　力石暁 
・八戸学院光星高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和２年９月８日㈫
　対象者：１年生 
　出席者：人間健康学科講師　　工藤祐太郎
　　　　　看護学科学科長　　　高橋雪子
　　　　　幼児保育学科准教授　加藤康子
　　　　　介護福祉学科准教授　小川あゆみ
・七戸高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：令和２年９月11日㈮
　対象者：１・２年生
　出席者：主任　坂野仁志
・八戸学院野辺地西高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和２年９月14日㈪
　対象者：１年生
　出席者：介護福祉学科講師　高橋英成
・野辺地高等学校（キッズコーポレーション主催）
　実施日：令和２年９月15日㈫
　対象者：１・２年生
　出席者：看護学科教授　田中克枝
・八戸工業大学第一高等学校（キッズコーポレーション主催）
　実施日：令和２年９月16日㈬
　対象者：１年生
　出席者：地域経営学科学科長　髙須則行
　　　　　幼児保育学科准教授　加藤康子 
・八戸学院光星高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和２年10月６日㈫
　対象者：２年生
　出席者：主事　白井大介
　　　　　舎監　力石暁 
・十和田西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和２年10月８日㈫
　対象者：２年生
　出席者：舎監　力石暁
・久慈東高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和２年10月９日㈬
　対象者：１年生 
　出席者：主任　坂野仁志
　　　　　主事　白井大介
・八戸中央高等学校（昭栄広報主催）
　実施日：令和２年10月20日㈫
　対象者：３年生

　出席者：看護学科教授　川野恵智子
・盛岡大学付属高等学校（マイナビ主催）
　実施日：令和２年10月27日㈫
　対象者：１年生 
　出席者：主任　橘勇祐
・六戸高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和２年11月13日㈮
　対象者：２年生
　出席者：看護学科講師　溝江弓恵
・久慈東高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和２年11月27日㈮
　対象者：２年生
　出席者：主任　坂野仁志
・千葉学園高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和２年12月４日㈮
　対象者：２年生
　出席者：主任　橘勇祐
　　　　　舎監　力石暁
・千葉学園高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和２年12月11日㈮
　対象者：１年生 
　出席者：主任　坂野仁志
・青森西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和２年12月15日㈫
　対象者：１・２年生
　出席者：課長　井上丹
・名久井農業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和２年12月16日㈬
　対象者：１年生
　出席者：主任　橘勇祐
・名久井農業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和２年12月16日㈬
　対象者：２年生
　出席者：主任　橘勇祐 
・八戸西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和２年12月17日㈭
　対象者：２学年
　出席者：幼児保育学科准教授　佐貫巧
・百石高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和３年２月３日㈬
　対象者：１年生 
　出席者：課長　井上丹
・専修大学北上高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和３年２月８日㈪
　対象者：２学年
　出席者：部長　松山政義
　　　　　舎監　力石暁
※その他、各地ホテルで行なわれた業者主催進学相談会に
は、７回出席。

（14）　入学試験運営委員会
○2021年度入学試験
令和２年　10月24日㈯
　　　　　大学、短大：総合型選抜（S特待含む）A日程



25

　　　　　11月21日㈯
　　　　　大学：学校推薦型選抜Ⅰ期、社会人選抜A日程
　　　　　短大：学校推薦型選抜、学校推薦型選抜Ⅰ期
　　　　　12月５日㈯
　　　　　大学： 総合型選抜B日程、編入・転入学選抜Ⅰ

期（人間健康学科）
　　　　　12月19日㈯
　　　　　大学：学校推薦型選抜Ⅱ期、社会人選抜B日程
　　　　　　　　編入・転入学選抜Ⅰ期（看護学科）
　　　　　短大： 専門課程選抜、学校推薦型選抜Ⅱ期、社

会人選抜
令和３年　１月16日㈯、17日㈰
　　　　　大学： 大学入学共通テスト試験成績利用選抜

（A、B、C日程）
　　　　　短大： 大学入学共通テスト試験成績利用選抜

（A、B、C日程）
　　　　　２月６日㈯
　　　　　大学：一般選抜Ⅰ期、社会人選抜C日程
　　　　　短大：一般選抜Ⅰ期
　　　　　２月19日㈮
　　　　　大学:：総合型選抜（S特待含む）C日程
　　　　　短大：総合型選抜（S特待含む）B日程
　　　　　３月３日㈬
　　　　　大学:：総合型選抜D日程
　　　　　短大：総合型選抜C日程
　　　　　３月11日㈭
　　　　　大学：一般選抜Ⅱ期、社会人選抜D日程
　　　　　短大：一般選抜Ⅱ期
〇庶務日誌摘録
・入学試験運営委員会
令和元年　４月７日㈫　　５月26日㈫　　６月23日㈫
　　　　　７月20日㈪　　８月19日㈬　　９月29日㈫
　　　　　10月26日㈪　　11月24日㈫　　12月７日㈪
　　　　　12月15日㈫
令和２年　１月26日㈫　　２月22日㈪

（15）　就職支援委員会
◆大学
①学外会議
・東北地区私立大学就職問題協議会オンライン会議
　日　時：令和２年６月11日
　出席者：キャリア支援課　課長補佐　村本景
・東北地区私立大学合同オンライン就職セミナー
　日　時：令和２年８月31日㈪～９月５日㈯
　出席者：キャリア支援課　課長補佐　村本景 
・青森県就職情報交換会（オンライン）
　日　時：令和２年11月16日㈪
　出席者：キャリア支援課　課長補佐　村本景
　　　　　　　　　　　　　主　　事　蛯沢眞子
②就職ガイダンス・説明会の実施状況
【就職セミナー】
・令和２年11月19日㈭　「自己分析、自己ＰＲ講座」
・令和２年11月26日㈭　「スーツ着こなし講座」
・令和２年12月３日㈭　「業界・企業研究講座」

・令和２年12月10日㈭　 「インターンシップ、オンライン
就職対策講座」

・令和３年２月８日㈪　「就職活動・面接マナー講座」
・令和３年２月９日㈫　「模擬面接」
・令和３年２月10日㈬　「模擬面接」
【学内企業説明会】
・令和２年７月３日㈮　東北医療福祉事業協同組合
・令和２年７月27日㈪　株式会社東北丸和ロジスティクス
・令和２年10月22日㈭　株式会社マツダアンフィニ青森
　　　　　　　　　　　（オンライン）
【オンライン就職説明会】
　開催日：令和３年３月２日㈫～３月６日㈯
③課外講座開催状況
・公務員採用試験対策講座
　日　時： 令和２年５月27日㈬、６月３日㈬・５日㈮・10

日㈬・12日㈮・17日㈬・19日㈮・26日㈮、７月
１日㈬・３日㈮

　講　師：株式会社結
・教員採用試験対策講座
　日　時： 令和２年５月29日㈮、６月３日㈬・10日㈬・17

日㈬・19日㈮・24日㈬、７月１日㈬・３日㈮・
８日㈬・10日㈮

　講　師：株式会社結
・社会福祉士国家試験対策講座
　日　時： 令和２年12月７日㈪・11日㈮・15日㈫・21日㈪
　講　師：武山梅乗　氏
④その他
・看護学科卒業生講話
　日　時：令和３年１月22日㈮
　講　師：葛巻町役場　　　　藤森明美　氏
　　　　　八戸市立市民病院　川尻さと子　氏
　　　　　三沢市立三沢病院　白山佳枝　氏
・看護学科マナー講座
　日　時：令和３年１月22日㈮
　講　師：青森労災病院　看護部長　金森美香　氏 
⑤庶務日誌摘録　
令和２年　５月12日㈫　　６月９日㈫　　７月７日㈫　
　　　　　９月１日㈫　　10月13日㈫　　11月10日㈫
　　　　　12月１日㈫
令和３年　２月９日㈫　　３月９日㈫ 

◆短期大学部
①学外会議
・青森県就職情報交換会（オンライン）
　日　時：令和２年11月16日㈪
　出席者：キャリア支援課　課長補佐　村本景
　　　　　　　　　　　　　主　　事　蛯沢眞子
・東北地区私立短期大学就職指導研究会オンライン情報交
換会
　日　時：令和３年１月15日㈮
　出席者：キャリア支援課　課長補佐　村本景
②就職ガイダンス・説明会の実施状況
・就職ガイダンス
　日　時：令和２年７月１日㈬
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　講　師：学校法人鳳明会　　　田頭初美　氏
　　　　　社会福祉法人豊寿会　分枝厚史　氏
③その他
・園長講話
　日　時：令和２年11月18日㈬
　講　師：八戸学院第二しののめ幼稚園　
　　　　　園長　茂木典子　氏
・卒業生との懇談会
　日　時：令和２年12月２日㈬
　講　師：八戸文化幼稚園　佐々木朋香　氏
　　　　　三沢第一幼稚園　澤村春樹　氏
　　　　　中居林ふたば園　岩本菜々　氏
　　　　　小久保保育園　　清水美桜　氏
　　　　　あけぼの学園　　小向茉結　氏
　　　　　佳堂学園　　　　杉山祐希　氏
④庶務日誌摘録
令和２年　５月11日㈪　　６月２日㈫　　６月30日㈫
　　　　　９月１日㈫　　10月６日㈫　　11月４日㈬
　　　　　11月24日㈬
令和３年　２月２日㈫　　３月２日㈫ 

（16）　図書委員会
①休・閉館について
　令和２年３月18日㈬　臨時閉館
　令和２年４月６日㈪　システムメンテナンス
　令和２年４月16日㈭～５月８日㈮　コロナ対策臨時閉館
　令和２年８月11日㈫～８月17日㈪　夏季休業等
　令和２年10月19日㈪～10月22日㈭　館内LED取替工事
　令和２年12月４日㈮　臨時閉館
　令和２年12月28日㈪～令和３年１月５日㈫　
　　　　　　　　　　　年末年始休業
　令和３年１月14日㈭～１月15日㈮　大学入学共通テスト
②その他
１．八戸学院図書館ビブリオバトル
　・開催日：令和２年７月10日㈮
　・会　場：図書館１階閲覧室
２．ブックハンティング
　開催日：令和２年10月19日㈪
　場　所　八戸ブックセンター
３．八戸学院図書館・八戸工業大学図書館 読書週間合同
企画 図書交換2020
　・開催期間　令和２年11月２日㈪～ 11月27日㈮
　・会　　場　 八戸学院図書館及び八戸工業大学図書館・

閲覧室
４．テーマ展示
　・3.11 東日本大震災特集『キロクをキオクに』
　・ブックハンティング選書本展示
　・モチベーションUP特集
　・今月のBest絵本
③庶務日誌摘録
　・図書委員会
　　令和２年４月21日㈫
　　令和２年９月７日㈪
 

（17）　紀要編集委員会
①『八戸学院大学紀要』の内容一覧
（１）『八戸学院大学紀要第60号』（2020年３月27日発行）
◇齊藤 綾美
・原発避難者の地域住民活動－双葉町埼玉自治会の事例－
◇井上 丹
・持続可能な観光地域経営のための関係人口創出に向けた
活動－地域資源を組み合わせた観光企画による交流拡大
から－
◇高橋 正知
・新型タバコ（加熱式タバコ、電子タバコ）の健康リスク
◇坂本 弘子・市川 裕美子・木村 紀美
・勤労女性の女性特有の疾患についての検診に対する意識
調査－第２報　婚姻の有無別による検診に対する意識－
（２）『八戸学院大学紀要第61号』（2020年12月18日発行）
◇髙須 則行
・髙須則行訳　フィリップ・ヘック著「法の基礎」（上）
◇長谷川 美千留
・インフレーション会計に関する一考察
◇松井 克明
・映画監督・相米慎二の描いた「地方」
◇綿谷 貴志・澤里 さつき
・オノマトペを用いたハードル走指導の有効性の検証
◇小沢 久美子・久保 宣子・蛭田 由美
・看護大学生の学士力獲得における現状と今後の課題－４
年間の経年的変化から－
◇小沢 久美子・久保 宣子・切明 美保子・日當 ひとみ・
古舘 美喜子・蛭田 由美
・看護学生の社会的スキルと職業的アイデンティティの形
成に関する研究－専門領域別実習前後および学年別の比
較－
◇山野内 靖子・佐々木 真湖・田中 克枝
・保育環境における子どもの病気時の保護者の対応 
◇市川 裕美子・坂本 弘子・小出 るみ子
・成人看護学実習における看護技術経験の実態
（３）『八戸学院大学短期大学部研究紀要第50巻』（2020年
３月27日発行）　
◇池田 拓馬
・第64回東北造形教育研究大会青森大会　公開保育の取り
組みについて
◇安田 美央
・保育者養成における手作り楽器とドラムサークルの可能
性－音楽遊びを創造的に展開する保育者の育成を目指し
て－
（４）『八戸学院大学短期大学部研究紀要第51巻』（2020年
12月18日発行）
◇加藤 康子
・調理と食材に親しみ健康な食生活につなげる取り組み－
おやつをつくろう！親子で楽しくコミュニケーション－
◇赤羽 卓朗・吉田 守実・小川 あゆみ・高橋 英成・三岳 
貴彦
・青森県東部及び岩手県北部地域の介護保険施設を対象と
した介護人材の不足に関する調査研究－地域における介
護人材の確保と介護福祉士養成校の役割－
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②庶務日誌摘録
・紀要編集委員会
　令和２年５月20日㈬
　令和３年２月19日㈮

（18）　地域連携研究センター
１．『産業文化研究　第29号（2020年３月31日発行）』
内容一覧
○原著論文
　◇田村　正文
　　 『地域産業としての産学官連携組織に関する一考察¹地
域内コンソーシアムに着目して』

　◇松井　克明
　　 『自治体新電力の地域付加価値分析―久慈地域エネル
ギー（岩手県久慈市）の事例研究』

　◇小柳　達也・島田　拓巳
　　 『地域連携による生活支援体制整備事業の段階的推進：
「八戸市生活支援体制整備事業」を事例として』

○研究ノート
　◇根城　隆幸
　　 『階上町民俗資料収集館の書誌収蔵資料における一考
察』

　◇佐貫　綾乃
　　『「学生による高齢者とのスポレク交流会」の省察』
　◇藤代　典子
　　 『地域の中小食品製造業に求められるマーケットイン
型アプローチ－小売業の調達担当者から見たHACCP
とデザインとストーリー－』

２．受託研究・受託事業
・受託名：あおもりツーリズム創発塾運営業務
　委託者： 青森県（観光国際戦略局観光企画課まるごとあ

おもり情報発信グループ）
・受託名：大学資産を活用したアートの学び事業業務委託
　委託者： 八戸市（まちづくり文化スポーツ部 新美術館

建設推進室）
・受託名： 長根屋内スケート場産学官スポーツ振興連携事

業
　委託者：八戸市（長根屋内スケート場･国体室）
・受託名：八戸市都市研究検討会事務局業務
　委託者： 八戸市（総合政策部政策推進課政策推進グルー

プ）
・受託名： 研究成果展開事業（特許技術に基づくフジツボ

養殖事業化を目指した新規養殖板の開発）
　委託者：国立研究開発法人科学技術振興機構
３．課外講座開催状況
・講座名：第７回ビブリオバトルin八戸［予選会］
　開催日：令和２年９月12日㈯
　会　場：デーリー東北新聞社
　参加者：高校生・大学生・一般（社会人）
　主　催：デーリー東北新聞社／八戸学院大学
　特別協賛：日本製紙
　協　力： 八戸市、八戸テレビ放送、コミュニティラジオ

局ＢｅＦＭ
　後　援： ビブリオバトル普及委員会、青森県教育委員会、

青森県図書館連絡協議会、青森県学校図書館協
議会、岩手県教育委員会、岩手県図書館協会、
岩手県学校図書館協議会

・講座名：第８回防災士養成講座
　開催日：令和２年９月26日㈯・27日㈰
　会　場：八戸学院大学
　講　師： 井上　丹（八戸学院大学地域経営学部地域経営

学科講師／防災士）
　　　　　 小山内　世喜子 氏（一般社団法人男女共同参

画地域みらいねっと 代表）
　　　　　 石塚　絵里子 氏（青森朝日放送株式会社　気

象予報士　防災士）
　　　　　立岡　伸章 氏（救急救命士、防災士）
　　　　　 橋詰　豊 氏（八戸工業大学 工学部土木建築工

学科 准教授）
　　　　　 岩舘　允 氏（八戸市 市民防災部 防災危機管理

課 主査）
　　　　　 館合　裕之 氏（青森県防災士会八戸支部）ほか
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
・講座名：介護予防ボランティア養成講座（１）
　開催日：令和２年10月22日㈭
　会　場：南部町健康センター
　講　師： 工藤　祐太郎（八戸学院大学健康医療学部人間

健康学科 講師）
　主　催：南部町
　　　　　［南部町連携協力協定関連事業（南部町補助金）］
・講座名：あおもりツーリズム創発塾（１）
　開催日：令和２年10月26日㈪
　会　場：八戸学院大学
　講　師： 堤　静子（八戸学院大学地域経営学部地域経営

学科 教授／八戸学院地域連携研究センター副
センター長）

　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　 ［あおもりツーリズム創発塾運営業務委託（青

森県委託事業）］
・講座名：令和２年度 地域医療セミナー
　開催日：令和２年11月５日㈭
　会　場：八戸学院大学 大学会館（５号館）２F 520教室
　講　師： 小倉　和也 氏（NPO法人Reconnect 理事長／

医療法人はちのへファミリークリニック理事長）
　主　催：八戸学院大学健康医療学部
・講座名：介護予防ボランティア養成講座（２）
　開催日：令和２年11月５日㈭
　会　場：南部町健康センター
　講　師： 佐貫　綾乃（八戸学院大学健康医療学部人間健

康学科 講師）
　主　催：南部町
　　　　　［南部町連携協力協定関連事業（南部町補助金）］
・講座名：あおもりツーリズム創発塾（２）
　開催日：令和２年11月９日㈪
　会　場：FLAT HACHINOHE
　講師等： 堤　静子（八戸学院大学地域経営学部地域経営

学科 教授／八戸学院地域連携研究センター副
センター長）
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　　　　　 青山　英治 氏（クロススポーツマーケティン
グ株式会社）

　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　 ［あおもりツーリズム創発塾運営業務委託（青

森県委託事業）］
・講座名：第７回ビブリオバトルin八戸［決勝戦］
　開催日：令和２年11月14日㈯
　会　場：デーリー東北新聞社 ６Fメディアホール
　講　師：高森　美由紀 氏（小説家）
　主　催：デーリー東北新聞社／八戸学院大学
　特別協賛：日本製紙
　協　力： 八戸市／八戸テレビ放送／コミュニティラジオ

局BeFM
　後　援： ビブリオバトル普及委員会／青森県教育委員会

／青森県図書館連絡協議会／青森県学校図書館
協議会／岩手県教育委員会／岩手県図書館協会
／岩手県学校図書館協議会

・講座名：あおもりツーリズム創発塾（３）
　開催日：令和２年11月16日㈪
　会　場：八戸ポータルミュージアムはっち、マチニワ
　講師等： 堤　静子（八戸学院大学地域経営学部地域経営

学科 教授／八戸学院地域連携研究センター副
センター長）

　　　　　 八戸ポータルミュージアムはっちボランティア
ガイド４名

　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　 ［あおもりツーリズム創発塾運営業務委託（青

森県委託事業）］
・講座名：介護予防ボランティア養成講座（３）
　開催日：令和２年11月19日㈭
　会　場：南部町健康センター
　講　師： 佐貫　綾乃（八戸学院大学健康医療学部人間健

康学科 講師）
　主　催：南部町
　　　　　［南部町連携協力協定関連事業（南部町補助金）］
・講座名：あおもりツーリズム創発塾（４）
　開催日：令和２年11月25日㈬
　会　場：長根屋内スケート場（YSアリーナ八戸）
　講師等： 堤　静子（八戸学院大学地域経営学部地域経営

学科 教授／八戸学院地域連携研究センター副
センター長）

　　　　　 山川　賢二 氏（八戸市長根屋内スケート場 副
参事／総務管理グループリーダー）

　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　 ［あおもりツーリズム創発塾運営業務委託（青

森県委託事業）］
・講座名：介護予防ボランティア養成講座（４）
　開催日：令和２年12月３日㈭
　会　場：南部町健康センター
　講　師： 佐貫　綾乃（八戸学院大学健康医療学部人間健

康学科 講師）
　主　催：南部町
　　　　　［南部町連携協力協定関連事業（南部町補助金）］
・講座名：あおもりツーリズム創発塾（５）

　開催日：令和２年12月21日㈪
　会　場：八戸学院大学
　講師等： 堤　静子（八戸学院大学地域経営学部地域経営

学科 教授／八戸学院地域連携研究センター副
センター長）

　　　　　 青山　英治 氏（クロススポーツマーケティン
グ株式会社）

　　　　　 木村　　聡 氏（一般財団法人VISITはちのへ
国内誘客物産課 課長／八戸せんべい汁研究所 
所長）

　　　　　 町田　直子 氏（株式会社ACプロモート 代表
取締役）

　　　　　 柳沢　拓哉 氏（株式会社まちづくり八戸 企画
開発・公民連携担当）

　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　 ［あおもりツーリズム創発塾運営業務委託（青

森県委託事業）］
・講座名：八戸SDGsフォーラム（トークイベント１）
　開催日：令和３年１月27日㈬
　会　場： 八戸ポータルミュージアムはっち１階はっちひ

ろば
　講　師： 玉樹　真一郎（八戸学院大学地域経営学部地域

経営学科 特任教授）
　主　催：八戸学院大学地域経営学部
　後　援：八戸商工会議所／デーリー東北新聞社
　協　力：八戸ブックセンター
・講座名：ジュニアサッカー教室
　開催日：令和３年１月29日㈮
　会　場：長根屋内スケート場（YSアリーナ八戸）
　講　師：八戸学院大学女子サッカー部
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　 ［長根屋内スケート場産学官スポーツ振興連携

事業（八戸市委託事業）］
・講座名：八戸SDGsフォーラム（トークイベント２）
　開催日：令和３年１月30日㈯
　会　場： 八戸ポータルミュージアムはっち１階はっちひ

ろば
　講師等： 今井　崇雄 氏（デーリー東北新聞社 編集局報

道部長）
　　　　　野田　一夫 氏（八戸商工会議所水産部 会長）
　　　　　 玉樹　真一郎（八戸学院大学地域経営学部地域

経営学科 特任教授）
　　　　　八戸工業大学第二高等学校 生徒
　　　　　青森県立八戸高等学校 生徒
　主　催：八戸学院大学地域経営学部
　後　援：八戸商工会議所／デーリー東北新聞社
　協　力：八戸ブックセンター
・講座名： 子どもに関わるひとのための「アート思考」入

門編（１）
　開催日：令和３年２月10日㈬
　会　場：認定こども園 南売市保育園
　講　師： 佐貫　巧（八戸学院大学短期大学部幼児保育学

科 准教授／現代芸術教室アートイズ代表）
　主　催： 八戸市（新美術館建設推進室）／八戸学院地域
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連携研究センター
　協　力：現代芸術教室 アートイズ
　　　　　 ［大学資産を活用したアートの学び事業業務委

託（八戸市委託事業）］
・講座名：アートビジネスミーティング（A）
　開催日：令和３年２月12日㈮
　会　場：八戸グランドホテル　
　講　師：金入　健雄 氏（株式会社金入 代表取締役社長）
　　　　　 佐貫　巧（八戸学院大学短期大学部幼児保育学

科 准教授／現代芸術教室アートイズ代表）
　　　　　 高森　大輔 氏（八戸市新美術館建設推進室 室

長）
　　　　　 篠原　英里 氏（八戸市新美術館建設推進室 学

芸員）
　主　催： 八戸市（新美術館建設推進室）／八戸学院地域

連携研究センター
　協　力：現代芸術教室 アートイズ
　　　　　 ［大学資産を活用したアートの学び事業業務委

託（八戸市委託事業）］
・講座名：アートビジネスミーティング（B）
　開催日：令和３年２月20日㈯
　会　場：八戸グランドホテル　
　講　師：川村　航人 氏（株式会社PEBORA）
　　　　　SUBLOW 氏（絵描き）
　　　　　 佐貫　巧（八戸学院大学短期大学部幼児保育学

科 准教授／現代芸術教室アートイズ代表）
　　　　　 三浦　一範 氏（八戸市新美術館建設推進室 企

画運営グループリーダー）
　主　催： 八戸市（新美術館建設推進室）／八戸学院地域

連携研究センター
　協　力：現代芸術教室 アートイズ
　　　　　 ［大学資産を活用したアートの学び事業業務委

託（八戸市委託事業）］
・講座名： 子どもに関わるひとのための「アート思考」入

門編（２）
　開催日：令和３年２月25日㈭
　会　場：幼保連携型認定こども園 すぎのこ保育園
　講　師： 佐貫　巧（八戸学院大学短期大学部幼児保育学

科 准教授／現代芸術教室アートイズ代表）
　主　催： 八戸市（新美術館建設推進室）／八戸学院地域

連携研究センター
　協　力：現代芸術教室 アートイズ
　　　　　 ［大学資産を活用したアートの学び事業業務委

託（八戸市委託事業）］
・講座名： 子どもに関わるひとのための「アート思考」入

門編（３）
　開催日：令和３年２月27日㈯
　会　場：認定こども園 百石幼稚園
　講　師： 佐貫　巧（八戸学院大学短期大学部幼児保育学

科 准教授／現代芸術教室アートイズ代表）
　主　催： 八戸市（新美術館建設推進室）／八戸学院地域

連携研究センター
　協　力：現代芸術教室 アートイズ
　　　　　 ［大学資産を活用したアートの学び事業業務委

託（八戸市委託事業）］
４．資格試験合格者
・佐々木　 ひいろ（八戸学院大学地域経営学部地域経営
学科１年）
　令和２年９月27日受験（防災士）
５．そ　の　他
・名　称：三戸町避難所運営訓練
　開催日：令和２年10月10日㈯
　会　場： 三戸町スポーツ文化福祉複合施設（アップルドー

ム）
　講　師： 平田　直子（八戸学院大学短期大学部介護福祉

学科 助教）
　備　考：三戸町連携協力協定関連事業
・名　称： 三八五流通グループ健康ミニセミナー（動画制

作）
　講　師： 髙橋　正知（八戸学院大学健康医療学部看護学

科 教授）
　　　　　 井元　紀子（八戸学院大学健康医療学部人間健

康学科 教授）
　　　　　 佐藤 千恵子（八戸学院大学健康医療学部人間

健康学科 准教授）
　　　　　 市川　裕美子（八戸学院大学健康医療学部看護

学科 准教授）
　　　　　 工藤　祐太郎（八戸学院大学健康医療学部人間

健康学科 講師）
　備　考：三八五流通グループ連携協力協定関連事業
６．庶務日誌摘録
・地域連携研究センター運営委員会
　令和２年　４月15日㈬　　５月20日㈬　　６月17日㈬
　　　　　　７月15日㈬　　９月16日㈬　　10月21日㈬
　　　　　　11月18日㈬　　12月15日㈫　　１月13日㈬
　令和３年　１月20日㈬　　２月17日㈬

（19）　自己点検評価委員会
〔大学〕
①報告書の発行状況
・令和２年12月
　令和元年度八戸学院大学自己点検評価書　発行
②庶務日誌摘録
○自己点検評価委員会会議
　令和２年　６月９日㈫短大と合同　　　　７月15日㈬
　　　　　　７月16日㈭　　７月21日㈫　　７月30日㈭
　　　　　　８月４日㈫　　９月11日㈮　　９月14日㈪
　　　　　　９月16日㈬　　９月17日㈭　　10月９日㈮
　　　　　　10月13日㈫　　10月15日㈭　　10月22日㈭
　　　　　　11月11日㈬　　11月12日㈭　　11月16日㈪
　　　　　　11月18日㈬　　11月19日㈭
　令和３年　１月12日㈫　　１月13日㈬　
　　　　　　２月12日㈮一部短大と合同
〔短期大学部〕
①報告書の発行状況
・令和２年12月
　令和元年度八戸学院大学短期大学部自己点検評価書　発
行
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②庶務日誌摘録
○自己点検評価委員会会議
　令和２年　４月14日㈫　　６月３日㈬　
　　　　　　６月９日㈫大学と合同
　　　　　　６月16日㈫　　６月30日㈫　　７月７日㈫
　　　　　　７月14日㈫　　７月28日㈫　　８月５日㈬
　　　　　　８月26日㈬　　９月15日㈫　　９月29日㈫
　　　　　　10月13日㈫　　11月10日㈫　　11月17日㈫
　令和３年　２月12日㈮一部大学と合同

（20）　ＩＲ委員会
①庶務日誌摘録
○ＩＲ委員会会議
　令和２年５月20日㈬

（21）　研究倫理委員会
○第１回委員会（令和２年７月３日㈮開催）
　申請６件（承認４件、条件付承認２件）
・「精神障害者の地域生活支援におけるクライシス・プラ
ンの実践事例に関する調査」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人間健康学
科　狩野　俊介　講師）
・「ソフトボール投手の走り投げに関するバイオメカニク
ス的研究」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人間健康学
科　綿谷　貴志　講師）
・「PDCAサイクルに基づいた若年生活習慣病予防健診に
おける保健師活動の評価と検証
　～若年生活習慣病予防健診における保健指導の現状評価
とその検証～」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部看護学科　
古舘　美喜子　助教）
・「看護師の認知的特徴と抑うつ感・怒り感情の関連」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部看護学科　
木村　緑　准教授）
・「地方における留学生の誘致戦略に関する研究」
　（研究責任者；八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部
　地域連携研究センター　楊　麗栄　准教授）
・「地域福祉活動の現状に関するアンケート調査」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人間健康学
科　吉田　守実　教授）
○第２回委員会（令和２年11月６日㈮開催）
　申請12件（承認７件、条件付承認５件）
・「運動 睡眠及び実行機能が学業成績とキャリア形成能力
へ及ぼす経年的研究」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人間健康学
科　渡邉　陵由　准教授）
・「フォールスメモリに対する部分手掛かり効果に関する
研究」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人間健康学
科　金地　美知彦　准教授）
・「児童自立支援施設における自立支援のための内省プロ
グラムの有用性と課題」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人間健康学

科　狩野　俊介　講師）
・「スクールソーシャルワーカーの実践内容と活動形態に
関する実態調査」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人間健康学
科　狩野　俊介　講師）
・「精神保健医療福祉専門職におけるクライシス・プラン
の作成と活用に関する認識調査」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人間健康学
科　狩野　俊介　講師）
・「筋発揮張力維持法を用いた筋力トレーニングの効果」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人間健康学
科　有光　琢磨　講師）
・「COVID-19の影響により実施した在宅看護学内実習の
評価と今後の課題」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部看護学科　
壬生　寿子　教授）
・「A圏域看護師の摂食嚥下障害への取り組みに関する実
態調査」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部看護学科　
川野　恵智子　教授）
・「精神障害者の社会的健康の獲得に向けた生活及び就労
継続に関する現状と支援体制の検討―精神障害者の地域
生活と就労への思いと現状―」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部看護学科　
西村　美八　准教授）
・「基礎看護技術演習のリフレクションからみる学生の学
び―テキストマイニングによる分析―」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部看護学科　
久保　宣子　講師）
・「PDCAサイクルに基づいた若年生活習慣病予防健診に
おける保健師活動の評価と検証～若年生活習慣病予防健
診における保健師・専門職の保健指導の実施状況および
介入効果の検証～」
　（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部看護学科　
古舘　美喜子　助教）
・「就学前施設での活動の違いが身体活動量に与える影響」
　（研究責任者；八戸学院大学短期大学部　幼児保育学科
本吉　好　講師）

（22）　研究推進委員会
①庶務日誌摘録
　令和２年　７月29日㈬　　10月７日㈬　　12月２日㈬
　令和３年　２月３日㈬
②研究倫理等に係る研修会

（23）　大学入学共通テスト実施委員会
・令和３年度大学入学共通テストの実施
　　令和３年度大学入学共通テストは、令和３年１月16日
㈯・17日㈰２日間で実施された。本学試験会場では、八
戸高校、八戸北高校、八戸学院光星高校の受験生が受験
した。
・庶務日誌摘録　　
　令和２年　10月16日㈮　　11月13日㈮　　12月11日㈮
　　　　　　12月14日㈪（監督者説明会）
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　　　　　　12月23日㈬
　令和３年　１月８日㈮　　２月５日㈮ 

（24）　教員免許状更新講習支援室
①学外会議
　　なし
②その他
　　2020年度の教員免許状更新講習は、新型コロナウイル

ス感染症の影響に伴い中止。
③庶務日誌摘録
　令和２年　４月10日㈮　　10月12日㈪
　令和３年　１月18日㈪

横田　将志（よこた　まさし）
昭和60（1985）年生まれ。神奈川県横浜市出身。日本大学
法学部政治経済学科卒業。日本大学大学院法学研究科政治
学専攻博士後期課程修了。博士（政治学）。専門分野は国
際関係論、国際政治学。主な研究テーマは東アジアにおけ
る地域協力・地域主義、東アジアのサブリージョンにおけ
る環境ガバナンス、メコン地域における水資源ガバナンス。
タイ国チェンマイ大学政治行政学部大メコン圏研究セン
ター客員研究員、日本大学法学部助教、日本大学通信教育
部非常勤講師、東京都市大学環境学部非常勤講師などを経
て、令和２（2020）年４月より現職。担当科目は国際関係
論、市民社会論、地域社会論、社会学など。主な研究業績
は『東南アジアのサブリージョンにおける環境協力』、「大
メコン圏（GMS）の環境問題をめぐる域内協力に関する
序説的考察」、“Regional Cooperation on Water Resources 
in the Mekong Region”など。所属学会は日本国際政治
学会、北東アジア学会など。社会貢献活動として八戸市協
働のまちづくり推進委員を務める。

千葉　啓子（ちば　けいこ）
宮城県仙台市出身。宮城教育大学教育学部卒業、東北大学
医学研究科博士課程修了（医学博士）。専門分野は公衆衛
生学、金属毒性学。聖マリアンナ医科大学、岩手県立大学
盛岡短期大学部勤務を経て、2020年４月から現職。岩手県
立大学盛岡短期大学部名誉教授。担当科目は「公衆衛生学」、
「衛生学」など。研究テーマは環境化学物質の生体影響、
食事中微量元素の健康影響。主な業績として、「衛生・公
衆衛生学2021」（共著、アイ・ケイコーポレーション、2021年）、
「Correlation between minerals in hair as determined by 
PIXE analysis and nutrient intake conditions」（ 共 著、
International Journal of PIXE、2016年）など。所属学会
は日本衛生学会（評議員）、日本微量元素学会、日本ヒ素
研究会（理事）他。

太田　祐美（おおた　ゆみ）
1960（昭和35）年生まれ。岩手県出身。北海道教育大学養
護教諭特別別科修了。岩手県久慈市、野田村、洋野町の公
立小中学校で養護教諭として38年間勤務し定年退職。2020
年４月から現職。担当科目は、学校保健（学校安全を含む）、
健康相談活動、養護実習。所属学会は、日本学校保健学会。

大木　えりか（おおき　えりか）
愛知県名古屋市出身。長野大学産業社会学部社会福祉学科
卒業、日本福祉大学医療・福祉マネジメント研究科修了。
修士（医療・福祉マネジメント）。立命館大学先端総合学
術研究科一貫性博士課程在籍中。精治寮病院、上林記念病
院、みのりの里にてソーシャルワーカーそして勤務。嘱託
職員として、島根県中山間地域研究センター、島根障害者
職業センター、大阪市北区社会福祉協議会に勤務。日本福
祉大学、北九州市立大学にて勤務。2020年４月より八戸学
院大学健康医療学部人間健康学科講師。担当科目は、障害
者福祉論、就労支援サービス、保健医療サービス、相談援
助実習指導Ⅰ・Ⅱ、相談援助実習、相談援助演習Ⅲなど。
おもな業績は、「障害のある人の労働の場づくりをめざし
た地域ネットワークの生成―参加型アクションリサーチを
通して―（2011）」など。所属学会は、地域社会学会日本ソー
シャルワーク学会など。

有光　琢磨（ありみつ　たくま）
福岡県福岡市出身。九州工業大学情報工学部生物化学シス
テム工学科（現生命化学情報工学科）卒業。北海道大学大
学院教育学研究科修士課程修了、同大学院教育学院博士後
期課程満期退学。博士（教育学）取得。北翔大学、北海道
リハビリテーション大学校、日本社会事業大学非常勤講師、
国立スポーツ科学センター契約研究員、立命館大学特任助
教を経て2020年４月から現職。専門は、運動時のエネル
ギー代謝。担当科目は、春学期：基本実技、トレーニング
総論、秋学期：ヘルスエクササイズ、健康教育論など。所
属学会は、日本生理人類学会、日本体力医学会、日本臨床
スポーツ医学会、日本体育スポーツ健康学会など。社会活
動として、公益財団法人日本スケート連盟スピードスケー
ト強化スタッフ科学スタッフ、青森県競技力向上対策本部

新　任　紹　介

八戸学院大学　地域経営学部　地域経営学科

八戸学院大学　健康医療学部　人間健康学科
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強化対策委員会委員。

溝江　弓恵（みぞえ　ゆみえ）
1975年生まれ、青森県十和田市出身。弘前大学教育学部特
別教科（看護）教員養成課程卒業。愛知医科大学大学院看
護学研究科修士課程（老年看護学専攻）修了。修士（看護
学）。国家公務員共済組合虎の門病院（看護師）、神奈川県
立二俣川看護福祉高等学校（教諭）、介護老人福祉施設極
楽苑（看護師）、愛知医科大学看護学部（実習指導教員）、
椙山女学園大学看護学部（助手）、名古屋大学大学院医学
系研究科（助教）を経て、2020年４月より本学健康医療学
部看護学科講師。担当科目は、「基礎演習」「プレゼンテー
ション」「高齢者看護学概論」「高齢者看護援助論」「高齢
者看護学実習Ⅰ・Ⅱ」「看護卒業研究」。主な業績は、「介
護老人福祉施設における医療的ケア提供時の看護職と介護
職の協働の現状と課題（2020）」、「高齢者ケアにおける看
護職と介護職の協働概念（2016）」など。所属学会は、日
本老年看護学会、日本認知症ケア学会、日本保健医療福祉
連携教育学会など。

田向　たまき（たむかい　たまき）
青森県青森市出身。青森労災看護専門学校卒業。
神奈川県川崎市にある関東労災病院勤務後青森に戻る。結
婚を機に八戸在住25年。
二児の母。子育てをしながら非常勤で病院・訪問看護・デ
イサービス相談員などを経験。2011年から訪問看護ステー
ション勤務を経2020年から現職。
担当は在宅看護学領域。所属学会は日本訪問看護財団。

佐々木　範子（ささき　のりこ）
1971年生まれ、岩手県洋野町出身。秋田赤十字看護専門学
校卒業。秋田赤十字病院、八戸平和病院で看護師として勤
務。その後八戸市役所　高齢福祉課　八戸市地域包括支援
センターで介護支援専門員として勤務。2020年４月より本
学健康医療学部看護学科助手。担当科目は成人看護学実習。
主な業績は「胃瘻部皮膚管理の一考察（2009年）」、「ストー
マ造設患者のケアマップの見直し～ストーマケア早期獲得
にむけて（2010年）」、「ウロストーマケアマップの問題点
の検討～患者、家族、看護師が共有できるケアマップの完
全を試みて（2012年）」。社会貢献活動として2018年に認知
症キャラバンメイト養成研修を修了し2018年～2019年に
八戸市民を対象に認知症サポーター養成講座の講師を行っ
た。所属学会は日本看護学会。

堺　香奈子（さかい　かなこ）
1977（昭和52）年生まれ。青森県三戸郡階上町出身。秋田
大学医療技術短期大学部看護学科、弘前大学医療技術短期

大学部助産専攻科卒業。
八戸赤十字病院で助産師として勤務。2018年より麻美レ
ディースクリニック、2020年９月より八戸学院大学健康医
療学部看護学科助手。担当科目は成人看護学実習。主な業
績は「男子学生の母性看護学実習に関する意識調査（2015
年）」、「自院における超緊急帝王切開術シミュレーション
を実施して（2018年）」。

前森　桃子（まえもり　ももこ）
青森県八戸市出身。青森県立保健大学健康科学部看護学科
卒業、学士。八戸市立市民病院周産期センター、虎の門病
院、育良クリニックで12年間の臨床経験を重ね、主に助産
業務に携わってきた。2020年より現職。担当科目は、日常
生活援助論、回復促進援助論、基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ、母
性看護学実習。主な業績は、「帝王切開術手術部位感染
（SSI）サーベイランスによる創感染リスク因子の検討
（2012)」。所属学会は日本母性衛生学会。その他、あおも
り思春期研究会に所属。

橋本　知子（はしもと　ともこ）
1972年生まれ。青森県八戸市出身。東海大学教養学部芸術
学科音楽学課程卒業（教養学学士）、明星大学通信制大学
院教育学研究科教育学専攻博士前期課程修了（教育学修
士）。専門分野は、ピアノレッスン。1994年よりヤマハ音
楽教室特約店講師、2004年より八戸学院大学短期大学部幼
児保育学科非常勤講師を経て、2020年９月より現職。担当
科目は、ピアノレッスンⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、合唱Ⅰ・Ⅱ、音
楽、表現Ⅱ、総合表現。主な業績は、『八戸短期大学に於
ける音楽教育の指導』（共著、八戸短期大学研究紀要第36
号）、『大正期における新体育教育観「美育」について』（明
星大学通信制大学院研究紀要教育学研究第19号）など。所
属学会は、日本ダルクローズ音楽教育学会。

八戸学院大学　健康医療学部　看護学科

八戸学院大学短期大学部　幼児保育学科

◆本号は一部をのぞき令和 ２ 年 3 月 1 日から令和 3 年
２月２8日までの記事を掲載しました。


